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(57)【要約】
　有機ＥＬ素子（１５）と、保持容量素子（１３）と、
ゲートが電極（１３１）に接続されソースが有機ＥＬ素
子（１５）のアノード及び電極（１３２）に接続され保
持容量素子（１３）の電圧に応じたドレイン電流を有機
ＥＬ素子（１５）に流す駆動トランジスタ（１４）と、
駆動トランジスタ（１４）のドレイン電位を決定するた
めの第１電源線（２１）と、有機ＥＬ素子（１５）のカ
ソードに接続された第２電源線（２２）と、電極（１３
１）に基準電圧を設定するためのスイッチングトランジ
スタ（１２）と、電極（１３２）にデータ電圧を供給す
るためのデータ線（２０）と、データ線（２０）と電極
（１３２）との間に接続された選択トランジスタ（１１
）と、電極（１３１）と第１電源線（２１）との間であ
って、駆動トランジスタ（１４）と直列接続され、駆動
トランジスタ（１４）のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを
決定するスイッチングトランジスタ（１６）とを備える
。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧
に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素
子と、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第１電極に基準電圧を設定するための第１スイッチ素子と、
　前記コンデンサの第２電極にデータ電圧を供給するためのデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電
極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を
切り換える第２スイッチ素子と、
　前記発光素子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電
源線、前記発光素子の第１電極、前記コンデンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び
前記データ線を接続するパスを形成するための配線と、
　前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との間にあって、前記駆動素子と直列に接続
され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する第３スイッチ素子とを備え
る
　表示パネル装置。
【請求項２】
　さらに、
　前記第１スイッチ素子、前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を制御する制
御部とを備え、
　前記制御部は、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記配線及び前記第２スイッチ素子を介した前記第
１電源線と前記データ線との間の前記ドレイン電流の流れを遮断している間に、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極
に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧を設定して
前記コンデンサに所望の電位差の電圧を保持させ、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＦＦした状態で前記第３スイッチ
素子をＯＮし、前記コンデンサに保持された前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイ
ン電流を前記発光素子に流させる
　請求項１記載の表示パネル装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦすることにより、前記配線及び前記第２スイッチ素子を
介した前記第１電源線と前記データ線との間の電流の流れを遮断すると共に、前記第１電
源線と前記第２電源線との間の電流の流れを遮断する
　請求項２記載の表示パネル装置。
【請求項４】
　前記第３スイッチ素子は、前記第１電源線と前記駆動素子のドレインとの間に直列に接
続され、
　前記配線は、前記駆動素子のソースに接続された前記発光素子の第１電極と、前記コン
デンサの第２電極とを接続する
　請求項１記載の表示パネル装置。
【請求項５】
　前記第３スイッチ素子は、前記発光素子の第１電極と前記駆動素子のソースとの間に直
列に接続され、
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　前記配線は、前記第３スイッチ素子に接続された前記発光素子の第１電極と、前記コン
デンサの第２電極とを接続する
　請求項１記載の表示パネル装置。
【請求項６】
　前記発光素子の第１電極はアノード電極であり、前記発光素子の第２電極はカソード電
極であり、
　前記第１電源線の電圧は、前記第２電源線の電圧より高く、前記第１電源線から前記第
２電源線に向かって電流が流れる
　請求項２又は請求項３に記載の表示パネル装置。
【請求項７】
　前記制御部は、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子への電流の供給を
遮断し、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極
に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧を設定して
前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保持させ、
　前記第１スイッチ素子をＯＦＦして前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を
ＯＮし、前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を、前記配線及び前記第２ス
イッチ素子を介して前記データ線に流す
　請求項４記載の表示パネル装置。
【請求項８】
　前記第２電源線に、前記第１電源線に接続される電源部の設定電圧から前記発光素子の
発光開始電圧を減じた電圧よりも大きい第１電圧または前記第１電圧より低い第２電圧を
設定する設定部を備え、
　前記データ電圧は前記第１電圧より低い電圧であり、
　前記制御部は、
　前記発光素子を発光させる場合には、前記第２電源線に前記第２電圧を設定し、前記第
２スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子に前記ドレイン電流を流し
、
　前記ドレイン電流を測定する場合には、前記第２電源線に前記第１電圧を設定し、前記
第２スイッチ素子をＯＮして、前記ドレイン電流を前記第１電源線から前記データ線に流
す
　請求項５記載の表示パネル装置。
【請求項９】
　前記発光素子の第１電極はカソード電極であり、前記発光素子の第２電極はアノード電
極であり、
　前記第２電源線の電圧は、前記第１電源線の電圧より高く、前記第２電源線から前記第
１電源線に向かって電流が流れる
　請求項２又は請求項３に記載の表示パネル装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子への電流の供給を
遮断し、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極
に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧を設定して
前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保持させ、
　前記第１スイッチ素子をＯＦＦして前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を
ＯＮし、前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を、前記配線及び前記第２ス
イッチ素子を介して前記データ線から流す
　請求項９記載の表示パネル装置。
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【請求項１１】
　前記第２電源線に、前記第１電源線に接続される電源部の設定電圧に前記発光素子の発
光開始電圧を加えた電圧よりも小さい第３電圧または前記第３電圧より高い第４電圧を設
定する設定部を備え、
　前記データ電圧は前記第１電圧より高い電圧であり、
　前記制御部は、
　前記発光素子を発光させる場合には、前記第２電源線に前記第４電圧を設定し、前記第
２スイッチ素子をＯＦＦして前記発光素子から前記第１電源線へ電流を流し、
　前記ドレイン電流を測定する場合には、前記第２電源線に前記第３電圧を設定し、前記
第２スイッチ素子をＯＮして、前記ドレイン電流を前記データ線から前記第１電源線に流
す
　請求項１０記載の表示パネル装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示パネル装置と、
　前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、
　前記発光素子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた
発光層とを含み、
　前記発光素子は、少なくとも複数個マトリクス状に配置されている
　表示装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示パネル装置と、
　前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、
　前記発光素子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた
発光層とを含み、
　少なくとも前記発光素子及び前記第３スイッチ素子は、単位画素の画素回路を構成し、
　前記画素回路は、複数個マトリクス状に配置されている
　表示装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示パネル装置と、
　前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、
　前記発光素子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた
発光層とを含み、
　前記発光素子、前記コンデンサ、前記駆動素子、前記第１スイッチ素子、前記第２スイ
ッチ素子及び前記第３スイッチ素子は、単位画素の画素回路を構成し、
　前記画素回路は、複数個マトリクス状に配置されている
　表示装置。
【請求項１５】
　前記発光素子は、有機エレクトロルミネッセンス発光素子である
　請求項１２から請求項１４のうちいずれかに1項に記載の表示装置。
【請求項１６】
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧
に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素
子と、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第１電極に基準電圧を設定するための第１スイッチ素子と、
　前記コンデンサの第２電極にデータ電圧を供給するためのデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電
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極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を
切り換える第２スイッチ素子と、
　前記発光素子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電
源線、前記発光素子の第１電極、前記コンデンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び
前記データ線を接続するパスを形成するための配線と、
　前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との間にあって、前記駆動素子と直列に接続
され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する第３スイッチ素子とを具備
する表示装置の制御方法であって、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記配線及び前記第２スイッチ素子を介した前記第
１電源線と前記データ線との間の前記ドレイン電流の流れを遮断し、
　前記ドレイン電流の流れを遮断している間に、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイ
ッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極に前記基準電圧を設定すると共に前記コン
デンサの第２電極に前記データ電圧を設定して前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保
持させ、
　前記所望の電位差の電圧を保持させた後、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ
素子をＯＦＦして前記第３スイッチ素子をＯＮし、前記コンデンサに保持された前記所望
の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を前記発光素子に流す
　表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネル装置およびその制御方法に関し、特に電流駆動型の発光素子を用
いた表示パネル装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電流駆動型の発光素子を用いた画像表示装置として、有機エレクトロルミネッセンス（
ＥＬ）素子を用いた画像表示装置が知られている。この自発光する有機ＥＬ素子を用いた
有機ＥＬ表示装置は、液晶表示装置に必要なバックライトが不要で装置の薄型化に最適で
ある。また、視野角にも制限がないため、次世代の表示装置として実用化が期待されてい
る。また、有機ＥＬ表示装置に用いられる有機ＥＬ素子は、各発光素子の輝度がそこに流
れる電流値により制御される点で、液晶セルがそこに印加される電圧により制御されるの
とは異なる。
【０００３】
　有機ＥＬ表示装置では、通常、画素を構成する有機ＥＬ素子がマトリクス状に配置され
る。複数の行電極（走査線）と複数の列電極（データ線）との交点に有機ＥＬ素子を設け
、選択した行電極と複数の列電極との間にデータ信号に相当する電圧を印加するようにし
て有機ＥＬ素子を駆動するものをパッシブマトリクス型の有機ＥＬディスプレイと呼ぶ。
【０００４】
　一方、複数の走査線と複数のデータ線との交点にスイッチング薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）を設け、このスイッチングＴＦＴに駆
動素子のゲートを接続し、選択した走査線を通じてこのスイッチングＴＦＴをオンさせて
信号線からデータ信号を駆動素子に入力する。この駆動素子によって有機ＥＬ素子を駆動
するものをアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置と呼ぶ。
【０００５】
　アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置は、各行電極（走査線）を選択している期
間のみ、それに接続された有機ＥＬ素子が発光するパッシブマトリクス型の有機ＥＬ表示
装置とは異なり、次の走査（選択）まで有機ＥＬ素子を発光させることが可能であるため
、表示装置の走査本数が上がってもディスプレイの輝度減少を招くようなことはない。従
って、アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置は、低電圧で駆動でき、低消費電力化
が可能となる。
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【０００６】
　特許文献１には、アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置における画素部の回路構
成が開示されている。
【０００７】
　図１７は、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置における画素部の回路構成
図である。同図における画素部５００は、カソードが負電源線（電圧値はＶＥＥ）に接続
された有機ＥＬ素子５０５、ドレインが正電源線（電圧値はＶＤＤ）に接続されソースが
有機ＥＬ素子５０５のアノードに接続されたｎ型薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）５０４
、ｎ型ＴＦＴ５０４のゲート－ソース間に接続されｎ型ＴＦＴ５０４のゲート電圧を保持
する容量素子５０３、有機ＥＬ素子５０５の両端子間を略同電位とする第３スイッチング
素子５０９、信号線５０６から映像信号を選択的にｎ型ＴＦＴ５０４のゲートに印加する
第１スイッチング素子５０１、及びｎ型ＴＦＴ５０４のゲート電位を所定電位に初期化す
る第２スイッチング素子５０２という簡単な回路素子により構成される。以下、画素部５
００の発光動作を説明する。
【０００８】
　まず、第２スイッチング素子５０２を、第２走査線５０８から供給される走査信号によ
りオン状態とし、参照電源線から供給される所定の電圧ＶＲＥＦをｎ型ＴＦＴ５０４のゲ
ートに印加してｎ型ＴＦＴ５０４のソース－ドレイン間電流が流れないようｎ型ＴＦＴ５
０４を初期化する（Ｓ１０１）。
【０００９】
　次に、第２スイッチング素子５０２を、第２走査線５０８から供給される走査信号によ
りオフ状態とする（Ｓ１０２）。
【００１０】
　次に、第１スイッチング素子５０１を、第１走査線５０７から供給される走査信号によ
りオン状態とし、信号線５０６から供給される信号電圧をｎ型ＴＦＴ５０４のゲートに印
加する（Ｓ１０３）。このとき、第３スイッチング素子５０９のゲートには、第１走査線
５０７が接続されており、第１スイッチング素子５０１の導通と同時に導通する。これに
よって有機ＥＬ素子５０５の端子間電圧に影響されずに、容量素子５０３には信号電圧に
対応した電荷が蓄積される。また、第３スイッチング素子５０９が導通している間は有機
ＥＬ素子５０５に電流が流れないので、有機ＥＬ素子５０５は発光しない。
【００１１】
　次に、第３スイッチング素子５０９を、第１走査線５０７から供給される走査信号によ
りオフ状態とし、容量素子５０３に蓄積された電荷に対応する信号電流をｎ型ＴＦＴ５０
４から有機ＥＬ素子５０５へ供給する（Ｓ１０４）。このとき、有機ＥＬ素子５０５が発
光する。
【００１２】
　上述した一連の動作により、１フレーム期間において、信号線から供給される信号電圧
に対応した輝度で有機ＥＬ素子５０５が発光することになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００５－４１７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置は、信号電圧をｎ型Ｔ
ＦＴ５０４のゲートに記録した際（Ｓ１０３）に、ｎ型ＴＦＴ５０４がオン状態となり、
第３スイッチング素子５０９を介して負電源線に電流が流れ込んでしまう。この電流が、
第３スイッチング素子５０９及び負電源線の抵抗成分に流れることにより、ｎ型ＴＦＴ５
０４のソース電位が変動してしまう。つまり、容量素子５０３に保持すべき電圧が変動し
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てしまう。
【００１５】
　上述したように、アモルファスＳｉに代表されるｎ型ＴＦＴによってソース接地動作す
る画素回路を構成する場合、駆動ｎ型ＴＦＴのゲート－ソース間の電圧を保持する機能を
有する容量素子の両端電極に、正確な電位を記録することが困難となる。よって、信号電
圧に対応した正確な信号電流が流れないため発光素子が正確に発光せず、結果的には映像
信号を反映した高精度な画像表示がなされない。
【００１６】
　上記課題に鑑み、本発明は、簡単な画素回路で、駆動ＴＦＴのゲート－ソース間の電圧
を保持する静電容量の両端電極に、信号電圧に対応した正確な電位を記録することができ
る発光画素を有する画像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る表示パネル装置は、発光素子と、電
圧を保持するコンデンサと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コ
ンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発
光素子を発光させる駆動素子と、前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第
１電源線と、前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、前記コンデン
サの第１電極に基準電圧を設定するための第１スイッチ素子と、前記コンデンサの第２電
極にデータ電圧を供給するためのデータ線と、一方の端子が前記データ線に電気的に接続
され、他方の端子が前記コンデンサの第２電極に電気的に接続され、前記データ線と前記
コンデンサの第２電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチ素子と、前記発光素
子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電源線、前記発
光素子の第１電極、前記コンデンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び前記データ線
を接続するパスを形成するための配線と、前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との
間にあって、前記駆動素子と直列に接続され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦ
Ｆを決定する第３スイッチ素子とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の表示パネル装置およびその制御方法によれば、駆動ＴＦＴに流れる電流経路を
制御することで書き込み時に電源線及びデータ線に電流が流れないようにすることができ
る。よって、書き込み期間中にスイッチＴＦＴおよび電源線の抵抗成分による、保持容量
素子の両端に正確な電位を記録することができ、映像信号を反映した高精度な画像表示を
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】図１は、本発明の表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態に係る表示装置のテストモードにおける制御方法を
説明する動作タイミングチャートである。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおける制御方法
を説明する動作フローチャートである。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおけるデー
タ電圧書き込み状態を表す回路図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおけるドレ
イン電流読み取り状態を表す回路図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態に係る表示装置の通常発光モードにおける制御方法
を説明する動作タイミングチャートである。
【図７】図７は、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおける制御方
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法を説明する動作フローチャートである。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおけるデ
ータ電圧書き込み状態を表す回路図である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおける発
光状態を表す回路図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態２に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおける制御
方法を説明する動作フローチャートである。
【図１１Ａ】図１１Ａは、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおける
データ電圧書き込み状態を表す回路図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおける
ドレイン電流読み取り状態を表す回路図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおける制
御方法を説明する動作フローチャートである。
【図１３Ａ】図１３Ａは、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおけ
るデータ電圧書き込み状態を表す回路図である。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおけ
る発光状態を表す回路図である。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態３に係る表示部の有する発光画素の回路構成及
びその周辺回路との接続を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施の形態４に係る表示部の有する発光画素の回路構成及
びその周辺回路との接続を示す図である。
【図１６】図１６は、本発明の画像表示装置を内蔵した薄型フラットＴＶの外観図である
。
【図１７】図１７は、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置における画素部の
回路構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　請求項１記載の態様の表示パネル装置は、発光素子と、電圧を保持するコンデンサと、
ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に
応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子
と、前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、前記発光素子の
第２電極に電気的に接続された第２電源線と、前記コンデンサの第１電極に基準電圧を設
定するための第１スイッチ素子と、前記コンデンサの第２電極にデータ電圧を供給するた
めのデータ線と、一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コン
デンサの第２電極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導
通及び非導通を切り換える第２スイッチ素子と、前記発光素子の第１電極と前記コンデン
サの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電源線、前記発光素子の第１電極、前記コン
デンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び前記データ線を接続するパスを形成するた
めの配線と、前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との間にあって、前記駆動素子と
直列に接続され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する第３スイッチ素
子とを備えるものである。
【００２１】
　本態様の回路構成によると、前記第３スイッチ素子によって、前記駆動素子のソース電
極及び前記第２スイッチ素子を介した前記第１電源線と前記データ線との間の電流の流れ
を遮断した上で、前記コンデンサに所望の電位差の電圧を保持させることが可能となる。
これにより、前記第２スイッチ素子の両側の端子の電位差が、前記駆動素子のソース電極
及び前記第２スイッチ素子を介して前記第１電源線と前記データ線との間で流れる電流に
よって変動するのを防止できる。そのため、前記第２スイッチ素子の両端の電位差が安定
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し、前記第２スイッチ素子を介して前記データ線から所望の電位差の電圧に対応する電圧
を正確に前記コンデンサに保持できる。その結果、前記駆動素子のゲート－ソース間の電
位差が安定し、前記所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に前記発光素子に
流すことができる。
【００２２】
　請求項２記載の態様の表示パネル装置は、請求項１記載の表示装置において、さらに、
前記第１スイッチ素子、前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を制御する制御
部とを備え、前記制御部は、前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記配線及び前記第２ス
イッチ素子を介した前記第１電源線と前記データ線との間の前記ドレイン電流の流れを遮
断している間に、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデ
ンサの第１電極に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ
電圧を設定して前記コンデンサに所望の電位差の電圧を保持させ、前記第１スイッチ素子
及び前記第２スイッチ素子をＯＦＦした状態で前記第３スイッチ素子をＯＮし、前記コン
デンサに保持された前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を前記発光素子に
流させるものである。
【００２３】
　本態様によれば、前記第１スイッチ素子から第３スイッチ素子の動作を、制御部が制御
する。つまり、前記駆動素子のソース電極及び前記第２スイッチ素子を介した前記第１電
源線と前記データ線との間の電流の流れを遮断した上で、前記コンデンサに所望の電位差
の電圧を蓄積する。これにより、前記第２スイッチ素子の両側の端子の電位差が、前記駆
動素子のソース電極及び前記第２スイッチ素子を介して前記第１電源線と前記データ線と
の間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、前記第２スイッチ素子の
両端の電位差が安定し、前記第２スイッチ素子を介して前記データ線から所望の電位差の
電圧に対応する電圧を正確に前記コンデンサに保持できる。その結果、前記駆動素子のゲ
ート－ソース間の電位差が安定し、前記所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正
確に前記発光素子に流すことができる。
【００２４】
　請求項３記載の態様の表示パネル装置は、請求項２記載の表示装置において、前記制御
部は、前記第３スイッチ素子をＯＦＦすることにより、前記配線及び前記第２スイッチ素
子を介した前記第１電源線と前記データ線との間の電流の流れを遮断すると共に、前記第
１電源線と前記第２電源線との間の電流の流れを遮断するものである。
【００２５】
　本態様によると、前記第１電源線と前記第２電源線との間のドレイン電流の流れを遮断
した上で、前記コンデンサに所望の電位差の電圧が保持される。これにより、前記コンデ
ンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧になる前に、前記コンデンサの第２電極が接
続された素子（ここでは発光素子もしくはスイッチングトランジスタ）に電流が流れるこ
とはない。よって、前記コンデンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧になる前に、
前記コンデンサに保持された電圧に応じた電流が前記発光素子もしくはスイッチングトラ
ンジスタに流れるのを防止できる。即ち、前記コンデンサに所望の電位差の電圧に対応す
る正確な電圧を保持できるので、所望の電位差の電圧に対応する正確なドレイン電流を前
記発光素子に流すことができる。
【００２６】
　さらに、前記発光素子と前記電源線との間に、前記駆動素子と直列に設けられ、前記第
１電源線と前記第２電源線との間にドレイン電流を流す第３スイッチ素子を設けている。
これにより、突入電流の発生を抑え、前記発光素子への供給電量を正確に制御できる。そ
の結果、画像のコントラストを向上させることができる。
【００２７】
　即ち、前記第３スイッチ素子のＯＦＦという一つの制御によって、前記第２スイッチ素
子の両端の電位差を安定させて前記駆動素子のゲート－ソース間の電位差を安定させるこ
とができると共に、突入電流を抑えることができる。その結果、所望の電位差の電圧に対
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応する電圧を正確に前記コンデンサに保持して、前記所望の電位差の電圧に対応するドレ
イン電流を正確に前記発光素子に流すことができる。
【００２８】
　請求項４記載の態様の表示パネル装置は、請求項１の表示装置において、例えば、前記
第３スイッチ素子は、前記第１電源線と前記駆動素子のドレインとの間に直列に接続され
、前記配線は、前記駆動素子のソースに接続された前記発光素子の第１電極と、前記コン
デンサの第２電極とを接続するものである。
【００２９】
　請求項５記載の態様の表示パネル装置は、請求項１の表示装置において、例えば、前記
第３スイッチ素子は、前記発光素子の第１電極と前記駆動素子のソースとの間に直列に接
続され、前記配線は、前記第３スイッチ素子に接続された前記発光素子の第１電極と、前
記コンデンサの第２電極とを接続するものである。
【００３０】
　請求項６記載の態様の表示パネル装置は、請求項２または３に記載の表示装置において
、前記発光素子の第１電極はアノード電極であり、前記発光素子の第２電極はカソード電
極であり、前記第１電源線の電圧は、前記第２電源線の電圧より高く、前記第１電源線か
ら前記第２電源線に向かって電流が流れるものである。
【００３１】
　本態様によると、前記駆動素子をｎ型トランジスタで構成できる。
【００３２】
　請求項７記載の態様の表示パネル装置は、請求項６記載の表示装置において、前記制御
部は、前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子への電流の供
給を遮断し、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサ
の第１電極に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧
を設定して前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保持させ、前記第１スイッチ素子をＯ
ＦＦして前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子をＯＮし、前記所望の電位差の
電圧に応じた前記ドレイン電流を、前記配線及び前記第２スイッチ素子を介して前記デー
タ線に流すものである。
【００３３】
　本態様によると、前記第１電源線を介して前記発光素子に供給される電流量を、前記デ
ータ線を介して読み込んで測定する場合、前記第１電源線から前記発光素子へ至る経路と
、前記第１電源線から前記データ線に至る経路とで、電流が流れる条件は同一であるため
、前記第１電源線を介して前記発光素子に供給される電流量を正確に測定できる。
【００３４】
　また、前記第１電源線を介して前記発光素子に供給される電流量を、前記データ線を介
して読み込んで測定する場合、前記コンデンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧に
なる前に、前記電源線から供給される電流を測定することはない。よって、前記コンデン
サに保持された電圧が所望の電位差の電圧になる前に、前記コンデンサに保持された電圧
に応じた電流が前記電源線を介して供給され、それを測定するのを防止できる。即ち、前
記コンデンサに所望の電位差の電圧に対応する正確な電圧を保持できるので、所望の電位
差の電圧に対応する正確な電流量を測定できる。
【００３５】
　請求項８記載の態様の表示パネル装置は、請求項７記載の表示装置において、前記第２
電源線に、前記第１電源線に接続される電源部の設定電圧から前記発光素子の発光開始電
圧を減じた電圧よりも大きい第１電圧または前記第１電圧より低い第２電圧を設定する設
定部を備え、前記データ電圧は前記第１電圧より低い電圧であり、前記制御部は、前記発
光素子を発光させる場合には、前記第２電源線に前記第２電圧を設定し、前記第２スイッ
チ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子に前記ドレイン電流を流し、前記ド
レイン電流を測定する場合には、前記第２電源線に前記第１電圧を設定し、前記第２スイ
ッチ素子をＯＮして、前記ドレイン電流を前記第１電源線から前記データ線に流すもので
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ある。
【００３６】
　本態様によると、前記第１電源線から流れるドレイン電流を、前記データ線を介して測
定する場合、前記発光素子の第２電極の電圧を、前記第１電源線に接続される電源部の設
定電圧より前記発光素子の発光開始電圧を減じた電圧よりも大きい電圧として電位差を小
さく設定する。このため、前記第３スイッチ素子をＯＮすれば、前記発光素子に電流は流
れず、前記設定電圧と前記データ電圧の電位差により前記第１電源線から前記データ線に
電流が流れる。
【００３７】
　請求項９記載の態様の表示パネル装置は、請求項２または３に記載の表示装置において
、前記発光素子の第１電極はカソード電極であり、前記発光素子の第２電極はアノード電
極であり、前記第２電源線の電圧は、前記第１電源線の電圧より高く、前記第２電源線か
ら前記第１電源線に向かって電流が流れるものである。
【００３８】
　本態様によると、前記駆動素子をｐ型トランジスタで構成できる。
【００３９】
　請求項１０記載の態様の表示パネル装置は、請求項９記載の表示装置において、前記制
御部は、前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子への電流の
供給を遮断し、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデン
サの第１電極に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電
圧を設定して前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保持させ、前記第１スイッチ素子を
ＯＦＦして前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子をＯＮし、前記所望の電位差
の電圧に応じた前記ドレイン電流を、前記配線及び前記第２スイッチ素子を介して前記デ
ータ線から流すものである。
【００４０】
　本態様によると、前記第２電源線を介して前記発光素子に供給される電流量を、前記デ
ータ線を介して読み込んで測定する場合、前記発光素子から前記第１電源線へ至る経路と
、前記データ線から前記第１電源線に至る経路とで、ドレイン電流が流れる条件は同一で
あるため、前記発光素子を介して前記第１電源線に供給される電流量を正確に測定できる
。
【００４１】
　また、前記発光素子を介して前記第１電源線に供給される電流量を、前記データ線を介
して読み込んで測定する場合、前記コンデンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧に
なる前に、前記第２電源線から供給される電流を測定することはない。よって、前記コン
デンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧になる前に、前記コンデンサに保持された
電圧に応じた電流が前記第２電源線を介して供給され、それを測定するのを防止できる。
即ち、前記コンデンサに所望の電位差の電圧に対応する正確な電圧を保持できるので、所
望の電位差の電圧に対応する正確な電流量を測定できる。
【００４２】
　請求項１１記載の態様の表示パネル装置は、請求項１０記載の表示装置において、前記
第２電源線に、前記第１電源線に接続される電源部の設定電圧に前記発光素子の発光開始
電圧を加えた電圧よりも小さい第３電圧または前記第３電圧より高い第４電圧を設定する
設定部を備え、前記データ電圧は前記第１電圧より高い電圧であり、前記制御部は、前記
発光素子を発光させる場合には、前記第２電源線に前記第４電圧を設定し、前記第２スイ
ッチ素子をＯＦＦして前記発光素子から前記第１電源線へ電流を流し、前記ドレイン電流
を測定する場合には、前記第２電源線に前記第３電圧を設定し、前記第２スイッチ素子を
ＯＮして、前記ドレイン電流を前記データ線から前記第１電源線に流すものである。
【００４３】
　本態様によると、前記第１電源線へ流れるドレイン電流を、前記データ線を介して測定
する場合、前記発光素子の第２電極の電圧を、前記第１電源線に接続される電源部の設定
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電圧に前記発光素子の発光開始電圧を加えた電圧よりも小さい電圧として電位差を小さく
設定する。このため、前記第３スイッチ素子をＯＮすれば、前記発光素子に電流は流れず
、前記設定電圧と前記データ電圧の電位差により前記データ線から前記第１電源線に電流
が流れる。
【００４４】
　請求項１２記載の態様の表示装置は、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示
パネル装置と、前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、前記発光素
子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた発光層とを含
み、前記発光素子は、少なくとも複数個マトリクス状に配置されているものである。
【００４５】
　請求項１３記載の態様の表示装置は、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示
パネル装置と、前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、前記発光素
子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた発光層とを含
み、少なくとも前記発光素子及び前記第３スイッチ素子は、単位画素の画素回路を構成し
、前記画素回路は、複数個マトリクス状に配置されているものである。
【００４６】
　請求項１４記載の態様の表示装置は、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示
パネル装置と、前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、前記発光素
子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた発光層とを含
み、前記発光素子、前記コンデンサ、前記駆動素子、前記第１スイッチ素子、前記第２ス
イッチ素子及び前記第３スイッチ素子は、単位画素の画素回路を構成し、前記画素回路は
、複数個マトリクス状に配置されているものである。
【００４７】
　請求項１５記載の態様の表示装置は、前記発光素子は、有機エレクトロルミネッセンス
発光素子である。
【００４８】
　請求項１６記載の態様の表示装置の制御方法は、発光素子と、電圧を保持するコンデン
サと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された
電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆
動素子と、前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、前記発光
素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、前記コンデンサの第１電極に基準電
圧を設定するための第１スイッチ素子と、前記コンデンサの第２電極にデータ電圧を供給
するためのデータ線と、一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前
記コンデンサの第２電極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極
との導通及び非導通を切り換える第２スイッチ素子と、前記発光素子の第１電極と前記コ
ンデンサの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電源線、前記発光素子の第１電極、前
記コンデンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び前記データ線を接続するパスを形成
するための配線と、前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との間にあって、前記駆動
素子と直列に接続され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する第３スイ
ッチ素子とを具備する表示装置の制御方法であって、前記第３スイッチ素子をＯＦＦして
前記配線及び前記第２スイッチ素子を介した前記第１電源線と前記データ線との間の前記
ドレイン電流の流れを遮断し、前記ドレイン電流の流れを遮断している間に、前記第１ス
イッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極に前記基準電
圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧を設定して前記コンデン
サを所望の電位差の電圧を保持させ、前記所望の電位差の電圧を保持させた後、前記第１
スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＦＦして前記第３スイッチ素子をＯＮし、前
記コンデンサに保持された前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を前記発光
素子に流すものである。
【００４９】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を図に基づき説明する。なお、以下では、全ての図
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を通じて同一又は相当する要素には同じ符号を付して、その重複する説明を省略する。
【００５０】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１について、図を用いて具体的に説明する。
【００５１】
　図１は、本発明の表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。同図における表示
装置１は、制御回路２と、メモリ３と、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５と、電
源線駆動回路６と、表示部７とを備える。
【００５２】
　また、図２は、本発明の実施の形態１に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、選択トランジスタ１
１と、スイッチングトランジスタ１２及び１６と、保持容量素子１３と、駆動トランジス
タ１４と、有機ＥＬ素子１５と、第１走査線１７と、第２走査線１８と、第３走査線１９
と、データ線２０と、第１電源線２１と、第２電源線２２と、参照電源線２３とを備える
。また、周辺回路は、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５とを備える。
【００５３】
　図１及び図２に記載された構成要素について、以下、その接続関係および機能を説明す
る。
【００５４】
　制御回路２は、走査線駆動回路４、データ線駆動回路５、電源線駆動回路６及びメモリ
３の制御を行う機能を有する。メモリ３には、各発光画素の補正データなどが記憶されて
おり、制御回路２は、メモリ３に書き込まれた補正データを読み出し、外部から入力され
た映像信号を、その補正データに基づいて補正して、データ線駆動回路５へと出力する。
【００５５】
　また制御回路２は、走査線駆動回路４を介して、選択トランジスタ１１、スイッチング
トランジスタ１２及び１６を制御する。
【００５６】
　走査線駆動回路４は、第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１９に接続され
ており、第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１９に走査信号を出力すること
により、それぞれ、発光画素１０の有する選択トランジスタ１１、スイッチングトランジ
スタ１２及び１６の導通・非導通を制御回路２の指示により実行する機能を有する。
【００５７】
　データ線駆動回路５は、データ線２０に接続されており、映像信号に基づいたデータ電
圧を発光画素１０へ出力する機能を有する。
【００５８】
　電源線駆動回路６は、第１電源線２１、第２電源線２２及び参照電源線２３に接続され
ており、それぞれ、全発光画素に共通の第１電源電圧ＶＤＤ、第２電源電圧ＶＥＥ及び基
準電圧ＶＲを、制御回路２の指示により設定する機能を有する。
【００５９】
　表示部７は、複数の発光画素１０を備え、外部から表示装置１へ入力された映像信号に
基づいて画像を表示する。
【００６０】
　選択トランジスタ１１は、ゲートが第１走査線１７に接続され、ソース及びドレインの
一方がデータ線２０に接続され、ソース及びドレインの他方が保持容量素子１３の第２電
極である電極１３２に接続された第２スイッチ素子である。選択トランジスタ１１は、デ
ータ線２０のデータ電圧を保持容量素子１３の電極１３２に印加するタイミングを決定す
る機能を有する。
【００６１】
　スイッチングトランジスタ１２は、ゲートが第２走査線１８に接続され、ソース及びド
レインの一方が参照電源線２３に接続され、ソース及びドレインの他方が保持容量素子１
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３の第１電極である電極１３１に接続された第１スイッチ素子である。スイッチングトラ
ンジスタ１２は、参照電源線２３の基準電圧ＶＲを保持容量素子１３の電極１３１に印加
するタイミングを決定する機能を有する。選択トランジスタ１１及びスイッチングトラン
ジスタ１２は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【００６２】
　保持容量素子１３は、電極１３１が駆動トランジスタ１４のゲートに接続され、電極１
３２が選択トランジスタ１１のソース及びドレインの他方及び駆動トランジスタ１４のソ
ースに接続されたコンデンサである。保持容量素子１３には、選択トランジスタ１１及び
スイッチングトランジスタ１２がオン状態のときに、電極１３１に基準電圧ＶＲが、電極
１３２にデータ電圧Ｖｄａｔａが印加され、両電極の電位差である（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）
が保持される。
【００６３】
　駆動トランジスタ１４は、ゲートが保持容量素子１３の電極１３１に接続され、ドレイ
ンがスイッチングトランジスタ１６のソース及びドレインの一方に接続され、ソースが有
機ＥＬ素子１５の第１電極であるアノードに接続された駆動素子である。駆動トランジス
タ１４は、ゲート－ソース間に印加されたデータ電圧に対応した電圧を、当該データ電圧
に対応したドレイン電流に変換する。そして、このドレイン電流を信号電流として有機Ｅ
Ｌ素子１５に供給する。例えば、選択トランジスタ１１及びスイッチングトランジスタ１
２がオフ状態であって、スイッチングトランジスタ１６がオン状態のときに、駆動トラン
ジスタ１４は、データ線２０から供給されたデータ電圧Ｖｄａｔａに対応した電圧、つま
り保持容量素子１３の保持電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）に対応したドレイン電流を、有機Ｅ
Ｌ素子１５へ供給する機能を有する。駆動トランジスタ１４は、例えば、ｎ型の薄膜トラ
ンジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【００６４】
　有機ＥＬ素子１５は、アノードが駆動トランジスタ１４のソースに接続され、カソード
が第２電源線２２に接続された発光素子であり、駆動トランジスタ１４から信号電流であ
るドレイン電流が流れることにより発光する。
【００６５】
　スイッチングトランジスタ１６は、ゲートが第３走査線１９に接続され、ソース及びド
レインの一方が駆動トランジスタ１４のドレインに接続され、ソース及びドレインの他方
が第１電源線２１に接続された第３スイッチ素子である。スイッチングトランジスタ１６
は、有機ＥＬ素子１５のアノードと第１電源線２１との間であって、駆動トランジスタ１
４と直列に接続され、駆動トランジスタ１４のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する機
能を有する。スイッチングトランジスタ１６は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型
ＴＦＴ）で構成される。
【００６６】
　第１走査線１７は、走査線駆動回路４に接続され、発光画素１０を含む画素行に属する
各発光画素に接続されている。これにより、第１走査線１７は、発光画素１０を含む画素
行に属する各発光画素へデータ電圧を書き込むタイミングを供給する機能を有する。
【００６７】
　第２走査線１８は、走査線駆動回路４に接続され、発光画素１０を含む画素行に属する
各発光画素に接続されている。これにより、第２走査線１８は、発光画素１０を含む画素
行に属する各発光画素の有する保持容量素子１３の電極１３１に基準電圧ＶＲを印加する
タイミングを供給する機能を有する。
【００６８】
　第３走査線１９は、走査線駆動回路４に接続され、発光画素１０を含む画素行に属する
各発光画素に接続されている。これにより、第３走査線１９は、発光画素１０を含む画素
行に属する各発光画素の有する駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源電圧ＶＤＤと
を電気的に接続するタイミングを供給する機能を有する。
【００６９】
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　また、表示装置１は、画素行数分の第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１
９を備える。
【００７０】
　データ線２０は、データ線駆動回路５に接続され、発光画素１０を含む画素列に属する
各発光画素へ接続され、発光強度を決定するデータ電圧を供給する機能を有する。
【００７１】
　また、表示装置１は、画素列数分のデータ線２０を備える。
【００７２】
　なお、図１、図２には記載されていないが、第１電源線２１、第２電源線２２及び参照
電源線２３は、それぞれ、全発光画素に共通接続されており、電源線駆動回路６に接続さ
れている。また、駆動トランジスタ１４の閾値電圧に有機ＥＬ素子１５の発光開始電圧を
加えた電圧が０Ｖよりも大きい場合は、参照電源線２３は第２電源線２２と同一電圧とし
てもよい。これにより電源線駆動回路６の出力電圧の種類が減り、回路がより簡易になる
。
【００７３】
　上記回路構成によると、スイッチングトランジスタ１６によって、駆動トランジスタ１
４のソース及び選択トランジスタ１１を経由した第１電源線２１とデータ線２０との間の
電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが
可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジ
スタ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線２１とデータ線２０との
間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両
端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電
圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、保持容量素子１３
の両電極の電位差、すなわち、駆動トランジスタ１４のゲート－ソース間の電位差が安定
し、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子１５に流すことが
できる。
【００７４】
　次に、本実施の形態に係る表示装置１の制御方法について図３～図８Ｂを用いて説明す
る。
【００７５】
　図３～図５Ｂは、テストモードでの制御方法を、また、図６～図８Ｂは、通常発光モー
ドでの制御方法を説明している。
【００７６】
　まず、テストモードでの制御方法を説明する。テストモードとは、データ電圧を保持容
量素子１３に書き込み、その後、書き込まれたデータ電圧に対応した電圧により発生する
駆動トランジスタ１４のドレイン電流を正確に測定するためのモードである。この測定さ
れたドレイン電流から駆動トランジスタ１４の状態を把握し、補正データを生成すること
が可能となる。
【００７７】
　図３は、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおける制御方法を説明
する動作タイミングチャートである。同図において、横軸は時間を表している。また縦方
向には、上から順に、第１走査線１７、第２走査線１８、第３走査線１９、第１電源線２
１、第２電源線２２、参照電源線２３及びデータ線２０に発生する電圧の波形図が示され
ている。また、図４は、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおける制
御方法を説明する動作フローチャートである。
【００７８】
　まず、時刻ｔ０において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオフ状態とする。これにより
、駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源線２１とは非導通となる（図４のＳ０１）
。
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【００７９】
　次に、時刻ｔ１において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオン状態とする。これにより
、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とが導通し、保持容量素子１３の電極
１３１に基準電圧ＶＲが印加される（図４のＳ０２）。
【００８０】
　次に、時刻ｔ２において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持容
量素子１３の電極１３２とデータ線２０とが導通し、保持容量素子１３の電極１３２にデ
ータ電圧Ｖｄａｔａが印加される（図４のＳ０３）。
【００８１】
　次に、時刻ｔ２～時刻ｔ３の期間、第１走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであるので
、発光画素１０の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、データ電圧Ｖｄａｔａ及び
基準電圧ＶＲが継続して印加されている。同様に、発光画素１０を含む画素行に属する各
発光画素に対しデータ電圧が供給されている。
【００８２】
　図５Ａは、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおけるデータ電圧書
き込み状態を表す回路図である。同図に記載されているように、保持容量素子１３の電極
１３１には参照電源線２３の基準電圧ＶＲが印加され、電極１３２にはデータ線２０より
データ電圧Ｖｄａｔａが印加される。つまり、ステップＳ０２及びＳ０３では、発光画素
１０に印加すべきデータ電圧に対応した電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）を保持容量素子１３に
保持させている。
【００８３】
　また、このとき、スイッチングトランジスタ１６が非導通となっていることにより、駆
動トランジスタ１４のドレイン電流は発生していない。また、データ電圧Ｖｄａｔａの最
大値と第２電源電圧ＶＥＥとの電位差は、有機ＥＬ素子１５の閾値電圧（以下、Ｖｔｈ（
ＥＬ）と記す）以下とする。よって、有機ＥＬ素子１５は発光しない。
【００８４】
　これより、各電源線には容量性負荷のみが接続され、書き込み時の定常状態において、
定常電流による電圧降下は発生しない。よって保持容量素子１３には正確な電位が書き込
まれる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動ＴＦＴの閾値電圧Ｖｔｈを１Ｖとし
て、ＶＥＥは１５Ｖに、ＶＤＤは１５Ｖに、ＶＲは１０Ｖに、Ｖｄａｔａは０Ｖ～１０Ｖ
に設定されている。
【００８５】
　次に、時刻ｔ３において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、保持容
量素子１３の電極１３２とデータ線２０とは非導通となる（図４のＳ０４）。
【００８６】
　次に、時刻ｔ４において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオフ状態とする。これにより
、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とは非導通となる（図４のＳ０５）。
【００８７】
　以上の動作により、保持容量素子１３には正確な電圧が書き込まれる。以降の動作では
、保持容量素子１３に正確に書き込まれた電圧を利用して、駆動トランジスタ１４のドレ
イン電流を正確に測定する。
【００８８】
　次に、時刻ｔ５において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオン状態とする。これにより
、駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源線２１とが導通する（図４のＳ０６）。
【００８９】
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　次に、時刻ｔ６において、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化さ
せ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持容量素子１３の電極１３
２とデータ線２０とが導通する（図４のＳ０７）。テストモードでは、第１電源電圧ＶＤ
Ｄ－第２電源電圧ＶＥＥ＜Ｖｔｈ（ＥＬ）となるように、各電源電圧が設定されている。
これにより、駆動トランジスタ１４のドレイン電流は、有機ＥＬ素子１５に流れず、駆動
トランジスタ１４のソース及び保持容量素子１３の電極１３２を経由してデータ線２０に
流れ込む。
【００９０】
　図５Ｂは、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおけるドレイン電流
読み取り状態を表す回路図である。同図に記載されているように、データ線駆動回路５は
、スイッチ素子５１と読み取り抵抗５２とオペアンプ５３とを備えている。
【００９１】
　オペアンプ５３は正入力端子と負入力端子の電位を等しく保つように動作している。す
なわち、発光画素１０から流れてきた駆動トランジスタ１４のドレイン電流である画素電
流Ｉｐｉｘは読み取り抵抗５２（Ｒ）に流れるが、読み取り抵抗５２とオペアンプ５３の
負入力側とが接続されたノードと、読み取り電圧Ｖｒｅａｄが等しくなるように、オペア
ンプ５３は動作する。よって、オペアンプ５３の出力電位Ｖｏｕｔ、電流Ｉｐｉｘ、読み
取り抵抗Ｒ及び読み取り電圧Ｖｒｅａｄとの間には、
　　Ｉｐｉｘ×Ｒ＝Ｖｒｅａｄ－Ｖｏｕｔ
の関係が成立している。ここでＶｒｅａｄは、例えば、５Ｖである。
【００９２】
　以上からＶｏｕｔを読むことで、Ｉｐｉｘを正確に算出することが可能となる。つまり
、発光画素ごとのＩｐｉｘのばらつきを正確に把握することが可能となる。
【００９３】
　上記構成および動作によると、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される
電流量を、データ線２０を介して読み込んで測定する場合、第１電源線２１から有機ＥＬ
素子１５へ至る経路と、第１電源線２１からデータ線２０に至る経路とで、電流が流れる
条件は同一であるため、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される電流量を
正確に測定できる。
【００９４】
　また、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される電流量をデータ線２０を
介して読み込んで測定する場合、保持容量素子１３に保持された電圧は、スイッチングト
ランジスタ１２がオフとなっているのでＩｐｉｘの経路によらず保持され、結果としてＩ
ｐｉｘの値も経路によらない。すなわち、有機ＥＬ素子１５に供給される電流量を正確に
測定できる。
【００９５】
　また、第２電源線２２の電圧を、第１電源線２１に接続される電源部の設定電圧からＶ
ｔｈ（ＥＬ）を減じた電圧よりも大きい電圧に設定している。このため、スイッチングト
ランジスタ１６をＯＮすれば、有機ＥＬ素子１５にドレイン電流は流れず、第１電源線２
１とデータ線２０との電位差により第１電源線２１からデータ線２０にドレイン電流が流
れる。
【００９６】
　最後に、時刻ｔ７において、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに変化
させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、駆動トランジスタ１４のド
レイン電流の測定を終了させる。
【００９７】
　次に、通常発光モードでの制御方法を説明する。通常発光モードとは、データ電圧を保
持容量素子１３に書き込み、その後、書き込まれたデータ電圧に対応した電圧により発生
する駆動トランジスタ１４のドレイン電流を、有機ＥＬ素子１５に流して発光させるモー
ドである。
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【００９８】
　図６は、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおける制御方法を説
明する動作タイミングチャートである。同図において、横軸は時間を表している。また縦
方向には、上から順に、第１走査線１７、第２走査線１８、第３走査線１９、第１電源線
２１、第２電源線２２、参照電源線２３及びデータ線２０に発生する電圧の波形図が示さ
れている。また、図７は、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおけ
る制御方法を説明する動作フローチャートである。
【００９９】
　まず、時刻ｔ１０において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオフ状態とする。これによ
り、駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源線２１とは非導通となり、有機ＥＬ素子
１５は消光する（図７のＳ１１）。
【０１００】
　次に、時刻ｔ１１において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオン状態とする。これによ
り、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とが導通し、保持容量素子１３の電
極１３１に基準電圧ＶＲが印加される（図７のＳ１２）。
【０１０１】
　次に、時刻ｔ１２において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持
容量素子１３の電極１３２とデータ線２０とが導通し、保持容量素子１３の電極１３２に
データ電圧Ｖｄａｔａが印加される（図７のＳ１３）。
【０１０２】
　次に、時刻ｔ１２～時刻ｔ１３の期間、第１走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨである
ので、発光画素１０の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、データ電圧Ｖｄａｔａ
及び基準電圧ＶＲが継続して印加されている。同様に、発光画素１０を含む画素行に属す
る各発光画素に対しデータ電圧が供給されている。
【０１０３】
　図８Ａは、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおけるデータ電圧
書き込み状態を表す回路図である。同図に記載されているように、保持容量素子１３の電
極１３１には参照電源線２３の基準電圧ＶＲが印加され、電極１３２にはデータ線２０よ
りデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。つまり、ステップＳ１２及びＳ１３では、発光画
素１０に印加すべきデータ電圧に対応した電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）を保持容量素子１３
に保持させている。
【０１０４】
　また、このとき、スイッチングトランジスタ１６が非導通となっていることにより、駆
動トランジスタ１４のドレイン電流は発生していない。さらに、データ電圧Ｖｄａｔａの
最大値（Ｖｄａｔａ＿ｍａｘ）と第２電源電圧ＶＥＥとの電位差は、有機ＥＬ素子１５の
Ｖｔｈ（ＥＬ）以下とする。よって、有機ＥＬ素子１５は発光しない。
【０１０５】
　これより、各電源線には容量性負荷のみが接続され、書き込み時の定常状態において、
定常電流による電圧降下は発生しない。よって保持容量素子１３には正確な電位が書き込
まれる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動ＴＦＴの閾値電圧Ｖｔｈを１Ｖとし
て、ＶＥＥは０Ｖに、ＶＤＤは１５Ｖに、ＶＲは１０Ｖに、Ｖｄａｔａは０Ｖ～１０Ｖに
設定されている。
【０１０６】
　次に、時刻ｔ１３において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、保持
容量素子１３の電極１３２とデータ線２０とは非導通となる（図７のＳ１４）。
【０１０７】
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　次に、時刻ｔ１４において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオフ状態とする。これによ
り、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とは非導通となる（図７のＳ１５）
。
【０１０８】
　以上の動作により、保持容量素子１３には正確な電圧が書き込まれる。以降の動作では
、保持容量素子１３に正確に書き込まれた電圧に対応した駆動トランジスタ１４のドレイ
ン電流を発生させ、有機ＥＬ素子１５を発光させる。
【０１０９】
　次に、時刻ｔ１５において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオン状態とする。これによ
り、駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源線２１とが導通し、有機ＥＬ素子１５に
ドレイン電流が流れることにより、有機ＥＬ素子１５が発光する（図７のＳ１６）。
【０１１０】
　図８Ｂは、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおける発光状態を
表す回路図である。通常発光モードでは、第１電源電圧ＶＤＤ－第２電源電圧ＶＥＥ＞Ｖ
ｔｈ（ＥＬ）となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、保持容量素子１
３の両電極に保持された電圧に対応した駆動トランジスタ１４のドレイン電流が、有機Ｅ
Ｌ素子１５を流れる。
【０１１１】
　次に、時刻ｔ１６において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオフ状態とし、有機ＥＬ素
子１５を消光させる。
【０１１２】
　上述した時刻ｔ１０～ｔ１６は、表示パネルの１フレーム期間に相当し、ｔ１６～ｔ２
１においてもｔ１０～ｔ１５と同様の動作が実行される。
【０１１３】
　上記構成及び動作によると、スイッチングトランジスタ１６によって、駆動トランジス
タ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介した第１電源線２１とデータ線２０との間
の電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させること
が可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トラン
ジスタ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線２１とデータ線２０と
の間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の
両端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の
電圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジス
タ１４のゲート－ソース間の電位差は、第２電源線２２の電圧変動および有機ＥＬ素子１
５の経時劣化に伴う高抵抗化による駆動トランジスタ１４のソース電位の変動の影響を受
けにくくなっている。つまり、本回路動作はソース接地の回路動作と同等の動作となり、
所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子１５に流すことができ
る。
【０１１４】
　（実施の形態２）
　以下、本発明の実施の形態２について、図を用いて具体的に説明する。
【０１１５】
　図１は、本発明の表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。同図における表示
装置１は、制御回路２と、メモリ３と、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５と、電
源線駆動回路６と、表示部７とを備える。
【０１１６】
　また、図９は、本発明の実施の形態２に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、選択トランジスタ１
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１と、スイッチングトランジスタ１２及び２６と、保持容量素子１３と、駆動トランジス
タ１４と、有機ＥＬ素子１５と、第１走査線１７と、第２走査線１８と、第３走査線１９
と、データ線２０と、第１電源線２１と、第２電源線２２と、参照電源線２３とを備える
。また、周辺回路は、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５とを備える。
【０１１７】
　本実施の形態に係る表示装置は、実施の形態１に係る表示装置と比較して、発光画素の
回路構成のみが異なる。以下、実施の形態１に係る表示装置と同じ点は説明を省略し、異
なる点のみ説明する。
【０１１８】
　制御回路２は、走査線駆動回路４、データ線駆動回路５、電源線駆動回路６及びメモリ
３の制御を行う機能を有する。メモリ３には、各発光画素の補正データなどが記憶されて
おり、制御回路２は、メモリ３に書き込まれた補正データを読み出し、外部から入力され
た映像信号を、その補正データに基づいて補正して、データ線駆動回路５へと出力する。
【０１１９】
　また制御回路２は、走査線駆動回路４を介して、選択トランジスタ１１、スイッチング
トランジスタ１２及び２６を制御する。
【０１２０】
　走査線駆動回路４は、第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１９に接続され
ており、第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１９に走査信号を出力すること
により、それぞれ、発光画素１０の有する選択トランジスタ１１、スイッチングトランジ
スタ１２及び２６の導通・非導通を制御回路２の指示により実行する機能を有する。
【０１２１】
　駆動トランジスタ１４は、ゲートが保持容量素子１３の電極１３１に接続され、ドレイ
ンが第１電源線２１に接続され、ソースがスイッチングトランジスタ２６のソース及びド
レインの一方に接続された駆動素子である。駆動トランジスタ１４は、ゲートとスイッチ
ングトランジスタ２６のソース及びドレインの他方との間に印加されたデータ電圧に対応
した電圧を、当該データ電圧に対応したドレイン電流に変換する。そして、このドレイン
電流を信号電流として有機ＥＬ素子１５に供給する。例えば、選択トランジスタ１１及び
スイッチングトランジスタ１２がオフ状態であって、スイッチングトランジスタ２６がオ
ン状態のときに、駆動トランジスタ１４は、データ線２０から供給されたデータ電圧Ｖｄ
ａｔａに対応した電圧、つまり保持容量素子１３の保持電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）に対応
したドレイン電流を、有機ＥＬ素子１５へ供給する機能を有する。駆動トランジスタ１４
は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１２２】
　有機ＥＬ素子１５は、アノードがスイッチングトランジスタ２６のソース及びドレイン
の他方に接続され、カソードが第２電源線２２に接続された発光素子であり、駆動トラン
ジスタ１４から信号電流であるドレイン電流が流れることにより発光する。
【０１２３】
　スイッチングトランジスタ２６は、ゲートが第３走査線１９に接続され、ソース及びド
レインの一方が駆動トランジスタ１４のソースに接続され、ソース及びドレインの他方が
有機ＥＬ素子１５のアノードに接続された第３スイッチ素子である。スイッチングトラン
ジスタ２６は、有機ＥＬ素子１５のアノードと第１電源線２１との間であって、駆動トラ
ンジスタ１４と直列に接続され、駆動トランジスタ１４のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを
決定する機能を有する。スイッチングトランジスタ２６は、例えば、ｎ型の薄膜トランジ
スタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１２４】
　第３走査線１９は、走査線駆動回路４に接続され、発光画素１０を含む画素行に属する
各発光画素に接続されている。これにより、第３走査線１９は、発光画素１０を含む画素
行に属する各発光画素の有する駆動トランジスタ１４のソースと有機ＥＬ素子１５のアノ
ードとを電気的に接続する機能を有する。
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【０１２５】
　上記回路構成によると、スイッチングトランジスタ２６によって、駆動トランジスタ１
４のソース及び選択トランジスタ１１を経由した第１電源線２１とデータ線２０との間の
電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが
可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジ
スタ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線２１とデータ線２０との
間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両
端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電
圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジスタ
１４のゲート－ソース間の電位差が安定し、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流
を正確に有機ＥＬ素子１５に流すことができる。
【０１２６】
　次に、本実施の形態に係る表示装置の制御方法について図３、図６、図１０～図１３Ｂ
を用いて説明する。
【０１２７】
　図３、図１０及び図１１Ｂは、テストモードでの制御方法を、また、図６、図１２及び
図１３Ｂは、通常発光モードでの制御方法を説明している。
【０１２８】
　まず、テストモードでの制御方法を説明する。
【０１２９】
　図３は、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおける制御方法を説明
する動作タイミングチャートである。
【０１３０】
　まず、時刻ｔ０において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオフ状態とする。これにより
、有機ＥＬ素子１５のアノードと駆動トランジスタ１４のソースとは非導通となる（図１
０のＳ２１）。
【０１３１】
　次に、時刻ｔ１において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオン状態とする。これにより
、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とが導通し、保持容量素子１３の電極
１３１に基準電圧ＶＲが印加される（図１０のＳ２２）。
【０１３２】
　次に、時刻ｔ２において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持容
量素子１３の電極１３２とデータ線２０とが導通し、保持容量素子１３の電極１３２にデ
ータ電圧Ｖｄａｔａが印加される（図１０のＳ２３）。
【０１３３】
　次に、時刻ｔ２～時刻ｔ３の期間、第１走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであるので
、発光画素１０の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、データ電圧Ｖｄａｔａ及び
基準電圧ＶＲが継続して印加されている。同様に、発光画素１０を含む画素行に属する各
発光画素に対しデータ電圧が供給されている。
【０１３４】
　図１１Ａは、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおけるデータ電圧
書き込み状態を表す回路図である。同図に記載されているように、保持容量素子１３の電
極１３１には参照電源線２３の基準電圧ＶＲが印加され、電極１３２にはデータ線２０よ
りデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。つまり、ステップＳ２２及びＳ２３では、発光画
素１０に印加すべきデータ電圧に対応した電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）を保持容量素子１３
に保持させている。
【０１３５】
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　また、このとき、スイッチングトランジスタ２６が非導通となっていることにより、駆
動トランジスタ１４のドレイン電流は発生していない。また、データ電圧Ｖｄａｔａの最
大値と第２電源電圧ＶＥＥとの電位差は、有機ＥＬ素子１５の閾値電圧（以下、Ｖｔｈ（
ＥＬ）と記す）以下とする。よって、有機ＥＬ素子１５は発光しない。
【０１３６】
　これより、各電源線には容量性負荷のみが接続され、書き込み時の定常状態において、
定常電流による電圧降下は発生しない。よって保持容量素子１３には正確な電位が書き込
まれる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動ＴＦＴの閾値電圧Ｖｔｈを１Ｖとし
て、ＶＥＥは１５Ｖに、ＶＤＤは１５Ｖに、ＶＲは１０Ｖに、Ｖｄａｔａは０Ｖ～１０Ｖ
に設定されている。
【０１３７】
　次に、時刻ｔ３において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、保持容
量素子１３の電極１３２とデータ線２０とは非導通となる（図１０のＳ２４）。
【０１３８】
　次に、時刻ｔ４において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオフ状態とする。これにより
、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とは非導通となる（図１０のＳ２５）
。
【０１３９】
　以上の動作により、保持容量素子１３には正確な電圧が書き込まれる。以降の動作では
、保持容量素子１３に正確に書き込まれた電圧を利用して、駆動トランジスタ１４のドレ
イン電流を正確に測定する。
【０１４０】
　次に、時刻ｔ５において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオン状態とする。これにより
、有機ＥＬ素子１５のアノードと駆動トランジスタ１４のソースとが導通する（図１０の
Ｓ２６）。
【０１４１】
　次に、時刻ｔ６において、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化さ
せ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持容量素子１３の電極１３
２とデータ線２０とが導通する（図１０のＳ２７）。テストモードでは、第１電源電圧Ｖ
ＤＤ－第２電源電圧ＶＥＥ＜Ｖｔｈ（ＥＬ）となるように、各電源電圧が設定されている
。これにより、駆動トランジスタ１４のドレイン電流は、有機ＥＬ素子１５に流れず、駆
動トランジスタ１４のソース及び保持容量素子１３の電極１３２を経由してデータ線２０
に流れ込む。
【０１４２】
　図１１Ｂは、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおけるドレイン電
流読み取り状態を表す回路図である。同図に記載されているように、データ線駆動回路５
は、スイッチ素子５１と読み取り抵抗５２とオペアンプ５３とを備えている。
【０１４３】
　オペアンプ５３は正入力端子と負入力端子の電位を等しく保つように動作している。す
なわち、発光画素１０から流れてきた駆動トランジスタ１４のドレイン電流である画素電
流Ｉｐｉｘは読み取り抵抗５２（Ｒ）に流れるが、読み取り抵抗５２とオペアンプ５３の
負入力側とが接続されたノードと、読み取り電圧Ｖｒｅａｄが等しくなるように、オペア
ンプ５３は動作する。よって、オペアンプ５３の出力電位Ｖｏｕｔ、電流Ｉｐｉｘ、読み
取り抵抗Ｒ及び読み取り電圧Ｖｒｅａｄとの間には、
　　Ｉｐｉｘ×Ｒ＝Ｖｒｅａｄ－Ｖｏｕｔ
の関係が成立している。ここで、Ｖｒｅａｄは例えば５Ｖである。
【０１４４】
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　以上からＶｏｕｔを読むことで、Ｉｐｉｘを正確に算出することが可能となる。つまり
、発光画素ごとのＩｐｉｘのばらつきを正確に把握することが可能となる。
【０１４５】
　上記構成および動作によると、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される
電流量を、データ線２０を介して読み込んで測定する場合、第１電源線２１から有機ＥＬ
素子１５へ至る経路と、第１電源線２１からデータ線２０に至る経路とで、電流が流れる
条件は同一であるため、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される電流量を
正確に測定できる。
【０１４６】
　また、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される電流量をデータ線２０を
介して読み込んで測定する場合、保持容量素子１３に保持された電圧は、スイッチングト
ランジスタ１２がオフとなっているのでＩｐｉｘの経路によらず保持され、結果としてＩ
ｐｉｘの値も経路によらない。すなわち、有機ＥＬ素子１５に供給される電流量を正確に
測定できる。
【０１４７】
　また、第２電源線２２の電圧を、第１電源線２１に接続される電源部の設定電圧からＶ
ｔｈ（ＥＬ）を減じた電圧よりも大きい電圧に設定している。このため、スイッチングト
ランジスタ２６をＯＮすれば、有機ＥＬ素子１５にドレイン電流は流れず、第１電源線２
１とデータ線２０との電位差により第１電源線２１からデータ線２０にドレイン電流が流
れる。
【０１４８】
　最後に、時刻ｔ７において、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに変化
させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、駆動トランジスタ１４のド
レイン電流の測定を終了させる。
【０１４９】
　次に、通常発光モードでの制御方法を説明する。
【０１５０】
　図６は、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおける制御方法を説
明する動作タイミングチャートである。
【０１５１】
　まず、時刻ｔ１０において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオフ状態とする。これによ
り、有機ＥＬ素子１５のアノードと駆動トランジスタ１４のソースとは非導通となり、有
機ＥＬ素子１５は消光する（図１２のＳ３１）。
【０１５２】
　次に、時刻ｔ１１において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオン状態とする。これによ
り、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とが導通し、保持容量素子１３の電
極１３１に基準電圧ＶＲが印加される（図１２のＳ３２）。
【０１５３】
　次に、時刻ｔ１２において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持
容量素子１３の電極１３２とデータ線２０とが導通し、保持容量素子１３の電極１３２に
データ電圧Ｖｄａｔａが印加される（図１２のＳ３３）。
【０１５４】
　次に、時刻ｔ１２～時刻ｔ１３の期間、第１走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨである
ので、発光画素１０の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、データ電圧Ｖｄａｔａ
及び基準電圧ＶＲが継続して印加されている。同様に、発光画素１０を含む画素行に属す
る各発光画素に対しデータ電圧が供給されている。
【０１５５】
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　図１３Ａは、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおけるデータ電
圧書き込み状態を表す回路図である。同図に記載されているように、保持容量素子１３の
電極１３１には参照電源線２３の基準電圧ＶＲが印加され、電極１３２にはデータ線２０
よりデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。つまり、ステップＳ３２及びＳ３３では、発光
画素１０に印加すべきデータ電圧に対応した電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）を保持容量素子１
３に保持させている。
【０１５６】
　また、このとき、スイッチングトランジスタ２６が非導通となっていることにより、駆
動トランジスタ１４のドレイン電流は発生していない。さらに、データ電圧Ｖｄａｔａの
最大値（Ｖｄａｔａ＿ｍａｘ）と第２電源電圧ＶＥＥとの電位差は、有機ＥＬ素子１５の
Ｖｔｈ（ＥＬ）以下とする。よって、有機ＥＬ素子１５は発光しない。
【０１５７】
　これより、各電源線には容量性負荷のみが接続され、書き込み時の定常状態において、
定常電流による電圧降下は発生しない。よって保持容量素子１３には正確な電位が書き込
まれる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動ＴＦＴの閾値電圧Ｖｔｈを１Ｖとし
て、ＶＥＥは０Ｖに、ＶＤＤは１５Ｖに、ＶＲは１０Ｖに、Ｖｄａｔａは０Ｖ～１０Ｖに
設定されている。
【０１５８】
　次に、時刻ｔ１３において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、保持
容量素子１３の電極１３２とデータ線２０とは非導通となる（図１２のＳ３４）。
【０１５９】
　次に、時刻ｔ１４において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオフ状態とする。これによ
り、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とは非導通となる（図１２のＳ３５
）。
【０１６０】
　以上の動作により、保持容量素子１３には正確な電圧が書き込まれる。以降の動作では
、保持容量素子１３に正確に書き込まれた電圧に対応した駆動トランジスタ１４のドレイ
ン電流を発生させ、有機ＥＬ素子１５を発光させる。
【０１６１】
　次に、時刻ｔ１５において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオン状態とする。これによ
り、有機ＥＬ素子１５のアノードと駆動トランジスタ１４のソースとが導通し、有機ＥＬ
素子１５にドレイン電流が流れることにより、有機ＥＬ素子１５が発光する（図１２のＳ
３６）。
【０１６２】
　図１３Ｂは、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおける発光状態
を表す回路図である。通常発光モードでは、第１電源電圧ＶＤＤ－第２電源電圧ＶＥＥ＞
Ｖｔｈ（ＥＬ）となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、保持容量素子
１３の両電極に保持された電圧に対応した駆動トランジスタ１４のドレイン電流が、有機
ＥＬ素子１５を流れる。
【０１６３】
　次に、時刻ｔ１６において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオフ状態とし、有機ＥＬ素
子１５を消光させる。
【０１６４】
　上記構成及び動作によると、スイッチングトランジスタ２６によって、駆動トランジス
タ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介した第１電源線２１とデータ線２０との間
の電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させること
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が可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トラン
ジスタ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線２１とデータ線２０と
の間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の
両端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の
電圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジス
タ１４のゲート－ソース間の電位差は、第２電源線２２の電圧変動および有機ＥＬ素子１
５の経時劣化に伴う高抵抗化による駆動トランジスタ１４のソース電位の変動の影響を受
けにくくなっている。つまり、本回路動作は、ソース接地の回路動作と同等の動作となり
、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子１５に流すことがで
きる。
【０１６５】
　（実施の形態３）
　以下、本発明の実施の形態３について、図を用いて具体的に説明する。
【０１６６】
　図１４は、本発明の実施の形態３に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びその周
辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、選択トランジスタ１１と
、スイッチングトランジスタ１２及び１６と、保持容量素子１３と、駆動トランジスタ２
４と、有機ＥＬ素子２５と、第１走査線１７と、第２走査線１８と、第３走査線１９と、
データ線２０と、第１電源線３１と、第２電源線３２と、参照電源線２３とを備える。ま
た、周辺回路は、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５とを備える。
【０１６７】
　本実施の形態に係る表示装置は、実施の形態１に係る表示装置と比較して、発光画素の
回路構成のみが異なる。つまり、駆動トランジスタはｐ型であり、当該駆動トランジスタ
のソースと有機ＥＬ素子のカソードとが接続されている。以下、実施の形態１に係る表示
装置と同じ点は説明を省略し、異なる点のみ説明する。
【０１６８】
　駆動トランジスタ２４は、ゲートが保持容量素子１３の電極１３１に接続され、ドレイ
ンがスイッチングトランジスタ１６のソース及びドレインの一方に接続され、ソースが有
機ＥＬ素子１５の第１電極であるカソードに接続された駆動素子である。駆動トランジス
タ２４は、ゲート－ソース間に印加されたデータ電圧に対応した電圧を、当該データ電圧
に対応したドレイン電流に変換する。そして、このドレイン電流を信号電流として有機Ｅ
Ｌ素子２５に供給する。例えば、選択トランジスタ１１及びスイッチングトランジスタ１
２がオフ状態であって、スイッチングトランジスタ１６がオン状態のときに、駆動トラン
ジスタ２４は、データ線２０から供給されたデータ電圧Ｖｄａｔａに対応した電圧、つま
り保持容量素子１３の保持電圧（Ｖｄａｔａ－ＶＲ）に対応したドレイン電流を、有機Ｅ
Ｌ素子２５へ供給する機能を有する。駆動トランジスタ２４は、ｐ型の薄膜トランジスタ
（ｐ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１６９】
　有機ＥＬ素子２５は、カソードが駆動トランジスタ２４のソースに接続され、アノード
が第２電源線３２に接続された発光素子であり、駆動トランジスタ２４のドレイン電流が
流れることにより発光する。
【０１７０】
　スイッチングトランジスタ１６は、ゲートが第３走査線１９に接続され、ソース及びド
レインの一方が駆動トランジスタ２４のドレインに接続され、ソース及びドレインの他方
が第１電源線３１に接続された第３スイッチ素子である。スイッチングトランジスタ１６
は、有機ＥＬ素子２５のカソードと第１電源線３１との間であって、駆動トランジスタ２
４と直列に接続され、駆動トランジスタ２４のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する機
能を有する。スイッチングトランジスタ１６は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型
ＴＦＴ）で構成される。
【０１７１】
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　上記回路構成によると、スイッチングトランジスタ１６によって、駆動トランジスタ２
４のソース及び選択トランジスタ１１を経由した第１電源線３１とデータ線２０との間の
電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが
可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジ
スタ２４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線３１とデータ線２０との
間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両
端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電
圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、保持容量素子１３
の両電極の電位差、すなわち駆動トランジスタ２４のゲート－ソース間の電位差が安定し
、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子２５に流すことがで
きる。
【０１７２】
　本実施の形態に係る表示装置の制御方法については、実施の形態１に係る表示装置と同
様であり、同様の効果を奏する。
【０１７３】
　但し、テストモードにおいて、第２電源電圧ＶＥＥとデータ電圧Ｖｄａｔａの最大値と
の電位差は、有機ＥＬ素子１５の閾値電圧（以下、Ｖｔｈ（ＥＬ）と記す）以下としてい
る。
【０１７４】
　また、テストモードでは、第２電源電圧ＶＥＥ－第１電源電圧ＶＤＤ＜Ｖｔｈ（ＥＬ）
となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、駆動トランジスタ２４のドレ
イン電流は、有機ＥＬ素子２５に流れず、駆動トランジスタ２４のソース及び保持容量素
子１３の電極１３２を経由してデータ線２０に流れ込む。
【０１７５】
　また、テストモードにおけるドレイン電流読み取り時において、電流Ｉｐｉｘは、デー
タ線２０から、選択トランジスタ１１及び駆動トランジスタ２４のソースを経由して第１
電源線３１へと流れる。
【０１７６】
　また、通常発光モードにおいて、第２電源電圧ＶＥＥとデータ電圧Ｖｄａｔａの最小値
（Ｖｄａｔａ＿ｍｉｎ）との電位差は、有機ＥＬ素子１５のＶｔｈ（ＥＬ）以下としてい
る。
【０１７７】
　また、通常発光モードでは、第２電源電圧ＶＥＥ－第１電源電圧ＶＤＤ＞Ｖｔｈ（ＥＬ
）となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、保持容量素子１３の両電極
に保持された電圧に対応した駆動トランジスタ２４のドレイン電流が、有機ＥＬ素子２５
を流れる。
【０１７８】
　上記構成によると、スイッチングトランジスタ１６によって、駆動トランジスタ２４の
ソース及び選択トランジスタ１１を介した第１電源線３１とデータ線２０との間の電流の
流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが可能と
なる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジスタ２
４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線３１とデータ線２０との間で流
れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両端の電
位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電圧に対
応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジスタ２４の
ゲート－ソース間の電位差は第２電源線３２の電圧変動および有機ＥＬ素子２５の経時劣
化に伴う高抵抗化による駆動トランジスタ２４のソース電位の変動の影響を受けにくいソ
ース接地の回路動作と同等の動作となり、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を
正確に有機ＥＬ素子２５に流すことができる。
【０１７９】
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　（実施の形態４）
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて具体的に説明する。
【０１８０】
　図１５は、本発明の実施の形態４に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びその周
辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、選択トランジスタ１１と
、スイッチングトランジスタ１２及び２６と、保持容量素子１３と、駆動トランジスタ２
４と、有機ＥＬ素子２５と、第１走査線１７と、第２走査線１８と、第３走査線１９と、
データ線２０と、第１電源線３１と、第２電源線３２と、参照電源線２３とを備える。ま
た、周辺回路は、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５とを備える。
【０１８１】
　本実施の形態に係る表示装置は、実施の形態２に係る表示装置と比較して、発光画素の
回路構成のみが異なる。つまり、駆動トランジスタはｐ型であり、当該駆動トランジスタ
のソースと有機ＥＬ素子のカソードとが接続されている。以下、実施の形態２に係る表示
装置と同じ点は説明を省略し、異なる点のみ説明する。
【０１８２】
　駆動トランジスタ２４は、ゲートが保持容量素子１３の電極１３１に接続され、ドレイ
ンが第１電源線３１に接続され、ソースがスイッチングトランジスタ２６のソース及びド
レインの一方に接続された駆動素子である。駆動トランジスタ２４は、ゲートとスイッチ
ングトランジスタ２６のソース及びドレインの他方との間に印加されたデータ電圧に対応
した電圧を、当該データ電圧に対応したドレイン電流に変換する。そして、このドレイン
電流を信号電流として有機ＥＬ素子２５に供給する。例えば、選択トランジスタ１１及び
スイッチングトランジスタ１２がオフ状態であって、スイッチングトランジスタ２６がオ
ン状態のときに、駆動トランジスタ２４は、データ線２０から供給されたデータ電圧Ｖｄ
ａｔａに対応した電圧、つまり保持容量素子１３の保持電圧（Ｖｄａｔａ－ＶＲ）に対応
したドレイン電流を、有機ＥＬ素子２５へ供給する機能を有する。駆動トランジスタ２４
は、例えば、ｐ型の薄膜トランジスタ（ｐ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１８３】
　有機ＥＬ素子２５は、カソードがスイッチングトランジスタ２６のソース及びドレイン
の他方に接続され、アノードが第２電源線３２に接続された発光素子であり、駆動トラン
ジスタ２４のドレイン電流が流れることにより発光する。
【０１８４】
　スイッチングトランジスタ２６は、ゲートが第３走査線１９に接続され、ソース及びド
レインの一方が駆動トランジスタ２４のソースに接続され、ソース及びドレインの他方が
有機ＥＬ素子２５のカソードに接続された第３スイッチ素子である。スイッチングトラン
ジスタ２６は、有機ＥＬ素子２５のカソードと第１電源線３１との間であって、駆動トラ
ンジスタ２４と直列に接続され、駆動トランジスタ２４のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを
決定する機能を有する。スイッチングトランジスタ２６は、例えば、ｎ型の薄膜トランジ
スタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１８５】
　上記回路構成によると、スイッチングトランジスタ２６によって、駆動トランジスタ２
４のソース及び選択トランジスタ１１を経由した第１電源線３１とデータ線２０との間の
電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが
可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジ
スタ２４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線３１とデータ線２０との
間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両
端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電
圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、保持容量素子１３
の両電極の電位差、すなわち駆動トランジスタ２４のゲート－ソース間の電位差が安定し
、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子２５に流すことがで
きる。
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【０１８６】
　本実施の形態に係る表示装置の制御方法については、実施の形態２に係る表示装置と同
様であり、同様の効果を奏する。
【０１８７】
　但し、テストモードにおいて、第２電源電圧ＶＥＥとデータ電圧Ｖｄａｔａの最大値と
の電位差は、有機ＥＬ素子１５の閾値電圧（以下、Ｖｔｈ（ＥＬ）と記す）以下としてい
る。
【０１８８】
　また、テストモードでは、第２電源電圧ＶＥＥ－第１電源電圧ＶＤＤ＜Ｖｔｈ（ＥＬ）
となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、駆動トランジスタ２４のドレ
イン電流は、有機ＥＬ素子２５に流れず、駆動トランジスタ２４のソース及び保持容量素
子１３の電極１３２を経由してデータ線２０に流れ込む。
【０１８９】
　また、テストモードにおけるドレイン電流読み取り時において、電流Ｉｐｉｘは、デー
タ線２０から、選択トランジスタ１１及び駆動トランジスタ２４のソースを経由して第１
電源線３１へと流れる。
【０１９０】
　また、通常発光モードにおいて、第２電源電圧ＶＥＥとデータ電圧Ｖｄａｔａの最小値
（Ｖｄａｔａ＿ｍｉｎ）との電位差は、有機ＥＬ素子１５のＶｔｈ（ＥＬ）以下としてい
る。
【０１９１】
　また、通常発光モードでは、第２電源電圧ＶＥＥ－第１電源電圧ＶＤＤ＞Ｖｔｈ（ＥＬ
）となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、保持容量素子１３の両電極
に保持された電圧に対応した駆動トランジスタ２４のドレイン電流が、有機ＥＬ素子２５
を流れる。
【０１９２】
　上記構成によると、スイッチングトランジスタ２６によって、駆動トランジスタ２４の
ソース及び選択トランジスタ１１を介した第１電源線３１とデータ線２０との間の電流の
流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが可能と
なる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジスタ２
４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線３１とデータ線２０との間で流
れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両端の電
位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電圧に対
応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジスタ２４の
ゲート－ソース間の電位差は第２電源線３２の電圧変動および有機ＥＬ素子２５の経時劣
化に伴う高抵抗化による駆動トランジスタ２４のソース電位の変動の影響を受けにくいソ
ース接地の回路動作と同等の動作となり、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を
正確に有機ＥＬ素子２５に流すことができる。
【０１９３】
　以上のように、実施の形態１～４で述べた簡単な画素回路を構成することにより、ソー
ス接地動作する駆動トランジスタのゲート－ソース間に印加すべき電圧を保持する保持容
量素子の両端電極に、データ電圧に対応した正確な電位を記録することが可能となる。よ
って、映像信号を反映した高精度な画像表示をすることが可能となる。さらに、電源線を
介して有機ＥＬ素子に供給される電流量を、データ線を介して読み込んで測定する場合、
電源線から有機ＥＬ素子に供給される電流量を正確に測定できる。
【０１９４】
　なお、本発明に係る表示装置は、上述した実施の形態に限定されるものではない。実施
の形態１～４ならびにそれらの変形例における任意の構成要素を組み合わせて実現される
別の実施の形態や、実施の形態１～４ならびにそれらの変形例に対して本発明の主旨を逸
脱しない範囲で当業者が思いつく各種変形を施して得られる変形例や、本発明に係る表示
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【０１９５】
　なお、以上述べた実施の形態では、選択トランジスタ及びスイッチングトランジスタの
ゲートの電圧レベルがＨＩＧＨの場合にオン状態になるｎ型トランジスタとして記述して
いるが、これらをｐ型トランジスタで形成し、走査線の極性を反転させた画像表示装置で
も、上述した各実施の形態と同様の効果を奏する。
【０１９６】
　また、例えば、本発明に係る表示装置は、図１６に記載されたような薄型フラットＴＶ
に内蔵される。本発明に係る画像表示装置が内蔵されることにより、映像信号を反映した
高精度な画像表示が可能な薄型フラットＴＶが実現される。
【産業上の利用可能性】
【０１９７】
　本発明は、特に、画素信号電流により画素の発光強度を制御することで輝度を変動させ
るアクティブ型の有機ＥＬフラットパネルディスプレイに有用である。
【符号の説明】
【０１９８】
　１　　表示装置
　２　　制御回路
　３　　メモリ
　４　　走査線駆動回路
　５　　データ線駆動回路
　６　　電源線駆動回路
　７　　表示部
　１０　　発光画素
　１１　　選択トランジスタ
　１２、１６、２６　　スイッチングトランジスタ
　１３　　保持容量素子
　１４、２４　　駆動トランジスタ
　１５、２５、５０５　　有機ＥＬ素子
　１７、５０７　　第１走査線
　１８、５０８　　第２走査線
　１９　　第３走査線
　２０　　データ線
　２１、３１　　第１電源線
　２２、３２　　第２電源線
　２３　　参照電源線
　５１　スイッチ素子
　５２　読み取り抵抗
　５３　オペアンプ
　１３１、１３２　　電極
　５００　　画素部
　５０１　　第１スイッチング素子
　５０２　　第２スイッチング素子
　５０３　　容量素子
　５０４　　ｎ型薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）
　５０６　　信号線
　５０９　　第３スイッチング素子
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【図１７】

【手続補正書】
【提出日】平成22年4月6日(2010.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示パネル装置およびその制御方法に関し、特に電流駆動型の発光素子を用
いた表示パネル装置およびその制御方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電流駆動型の発光素子を用いた画像表示装置として、有機エレクトロルミネッセンス（
ＥＬ）素子を用いた画像表示装置が知られている。この自発光する有機ＥＬ素子を用いた
有機ＥＬ表示装置は、液晶表示装置に必要なバックライトが不要で装置の薄型化に最適で
ある。また、視野角にも制限がないため、次世代の表示装置として実用化が期待されてい
る。また、有機ＥＬ表示装置に用いられる有機ＥＬ素子は、各発光素子の輝度がそこに流
れる電流値により制御される点で、液晶セルがそこに印加される電圧により制御されるの
とは異なる。
【０００３】
　有機ＥＬ表示装置では、通常、画素を構成する有機ＥＬ素子がマトリクス状に配置され
る。複数の行電極（走査線）と複数の列電極（データ線）との交点に有機ＥＬ素子を設け
、選択した行電極と複数の列電極との間にデータ信号に相当する電圧を印加するようにし
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て有機ＥＬ素子を駆動するものをパッシブマトリクス型の有機ＥＬディスプレイと呼ぶ。
【０００４】
　一方、複数の走査線と複数のデータ線との交点にスイッチング薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ：Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ）を設け、このスイッチングＴＦＴに駆
動素子のゲートを接続し、選択した走査線を通じてこのスイッチングＴＦＴをオンさせて
信号線からデータ信号を駆動素子に入力する。この駆動素子によって有機ＥＬ素子を駆動
するものをアクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置と呼ぶ。
【０００５】
　アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置は、各行電極（走査線）を選択している期
間のみ、それに接続された有機ＥＬ素子が発光するパッシブマトリクス型の有機ＥＬ表示
装置とは異なり、次の走査（選択）まで有機ＥＬ素子を発光させることが可能であるため
、表示装置の走査本数が上がってもディスプレイの輝度減少を招くようなことはない。従
って、アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置は、低電圧で駆動でき、低消費電力化
が可能となる。
【０００６】
　特許文献１には、アクティブマトリクス型の有機ＥＬ表示装置における画素部の回路構
成が開示されている。
【０００７】
　図１７は、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置における画素部の回路構成
図である。同図における画素部５００は、カソードが負電源線（電圧値はＶＥＥ）に接続
された有機ＥＬ素子５０５、ドレインが正電源線（電圧値はＶＤＤ）に接続されソースが
有機ＥＬ素子５０５のアノードに接続されたｎ型薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）５０４
、ｎ型ＴＦＴ５０４のゲート－ソース間に接続されｎ型ＴＦＴ５０４のゲート電圧を保持
する容量素子５０３、有機ＥＬ素子５０５の両端子間を略同電位とする第３スイッチング
素子５０９、信号線５０６から映像信号を選択的にｎ型ＴＦＴ５０４のゲートに印加する
第１スイッチング素子５０１、及びｎ型ＴＦＴ５０４のゲート電位を所定電位に初期化す
る第２スイッチング素子５０２という簡単な回路素子により構成される。以下、画素部５
００の発光動作を説明する。
【０００８】
　まず、第２スイッチング素子５０２を、第２走査線５０８から供給される走査信号によ
りオン状態とし、参照電源線から供給される所定の電圧ＶＲＥＦをｎ型ＴＦＴ５０４のゲ
ートに印加してｎ型ＴＦＴ５０４のソース－ドレイン間電流が流れないようｎ型ＴＦＴ５
０４を初期化する（Ｓ１０１）。
【０００９】
　次に、第２スイッチング素子５０２を、第２走査線５０８から供給される走査信号によ
りオフ状態とする（Ｓ１０２）。
【００１０】
　次に、第１スイッチング素子５０１を、第１走査線５０７から供給される走査信号によ
りオン状態とし、信号線５０６から供給される信号電圧をｎ型ＴＦＴ５０４のゲートに印
加する（Ｓ１０３）。このとき、第３スイッチング素子５０９のゲートには、第１走査線
５０７が接続されており、第１スイッチング素子５０１の導通と同時に導通する。これに
よって有機ＥＬ素子５０５の端子間電圧に影響されずに、容量素子５０３には信号電圧に
対応した電荷が蓄積される。また、第３スイッチング素子５０９が導通している間は有機
ＥＬ素子５０５に電流が流れないので、有機ＥＬ素子５０５は発光しない。
【００１１】
　次に、第３スイッチング素子５０９を、第１走査線５０７から供給される走査信号によ
りオフ状態とし、容量素子５０３に蓄積された電荷に対応する信号電流をｎ型ＴＦＴ５０
４から有機ＥＬ素子５０５へ供給する（Ｓ１０４）。このとき、有機ＥＬ素子５０５が発
光する。
【００１２】
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　上述した一連の動作により、１フレーム期間において、信号線から供給される信号電圧
に対応した輝度で有機ＥＬ素子５０５が発光することになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１３】
【特許文献１】特開２００５－４１７３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　しかしながら、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置は、信号電圧をｎ型Ｔ
ＦＴ５０４のゲートに記録した際（Ｓ１０３）に、ｎ型ＴＦＴ５０４がオン状態となり、
第３スイッチング素子５０９を介して負電源線に電流が流れ込んでしまう。この電流が、
第３スイッチング素子５０９及び負電源線の抵抗成分に流れることにより、ｎ型ＴＦＴ５
０４のソース電位が変動してしまう。つまり、容量素子５０３に保持すべき電圧が変動し
てしまう。
【００１５】
　上述したように、アモルファスＳｉに代表されるｎ型ＴＦＴによってソース接地動作す
る画素回路を構成する場合、駆動ｎ型ＴＦＴのゲート－ソース間の電圧を保持する機能を
有する容量素子の両端電極に、正確な電位を記録することが困難となる。よって、信号電
圧に対応した正確な信号電流が流れないため発光素子が正確に発光せず、結果的には映像
信号を反映した高精度な画像表示がなされない。
【００１６】
　上記課題に鑑み、本発明は、簡単な画素回路で、駆動ＴＦＴのゲート－ソース間の電圧
を保持する静電容量の両端電極に、信号電圧に対応した正確な電位を記録することができ
る発光画素を有する画像表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記目的を達成するために、本発明の一態様に係る表示パネル装置は、発光素子と、電
圧を保持するコンデンサと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コ
ンデンサに保持された電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発
光素子を発光させる駆動素子と、前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第
１電源線と、前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、前記コンデン
サの第１電極に基準電圧を設定するための第１スイッチ素子と、前記コンデンサの第２電
極にデータ電圧を供給するためのデータ線と、一方の端子が前記データ線に電気的に接続
され、他方の端子が前記コンデンサの第２電極に電気的に接続され、前記データ線と前記
コンデンサの第２電極との導通及び非導通を切り換える第２スイッチ素子と、前記発光素
子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電源線、前記発
光素子の第１電極、前記コンデンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び前記データ線
を接続するパスを形成するための配線と、前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との
間にあって、前記駆動素子と直列に接続され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦ
Ｆを決定する第３スイッチ素子とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明の表示パネル装置およびその制御方法によれば、駆動ＴＦＴに流れる電流経路を
制御することで書き込み時に電源線及びデータ線に電流が流れないようにすることができ
る。よって、書き込み期間中にスイッチＴＦＴおよび電源線の抵抗成分による、保持容量
素子の両端に正確な電位を記録することができ、映像信号を反映した高精度な画像表示を
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
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【図１】図１は、本発明の表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。
【図２】図２は、本発明の実施の形態１に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。
【図３】図３は、本発明の実施の形態に係る表示装置のテストモードにおける制御方法を
説明する動作タイミングチャートである。
【図４】図４は、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおける制御方法
を説明する動作フローチャートである。
【図５Ａ】図５Ａは、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおけるデー
タ電圧書き込み状態を表す回路図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおけるドレ
イン電流読み取り状態を表す回路図である。
【図６】図６は、本発明の実施の形態に係る表示装置の通常発光モードにおける制御方法
を説明する動作タイミングチャートである。
【図７】図７は、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおける制御方
法を説明する動作フローチャートである。
【図８Ａ】図８Ａは、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおけるデ
ータ電圧書き込み状態を表す回路図である。
【図８Ｂ】図８Ｂは、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおける発
光状態を表す回路図である。
【図９】図９は、本発明の実施の形態２に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。
【図１０】図１０は、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおける制御
方法を説明する動作フローチャートである。
【図１１Ａ】図１１Ａは、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおける
データ電圧書き込み状態を表す回路図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおける
ドレイン電流読み取り状態を表す回路図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおける制
御方法を説明する動作フローチャートである。
【図１３Ａ】図１３Ａは、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおけ
るデータ電圧書き込み状態を表す回路図である。
【図１３Ｂ】図１３Ｂは、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおけ
る発光状態を表す回路図である。
【図１４】図１４は、本発明の実施の形態３に係る表示部の有する発光画素の回路構成及
びその周辺回路との接続を示す図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施の形態４に係る表示部の有する発光画素の回路構成及
びその周辺回路との接続を示す図である。
【図１６】図１６は、本発明の画像表示装置を内蔵した薄型フラットＴＶの外観図である
。
【図１７】図１７は、特許文献１に記載された従来の有機ＥＬ表示装置における画素部の
回路構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　請求項１記載の態様の表示パネル装置は、発光素子と、電圧を保持するコンデンサと、
ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧に
応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素子
と、前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、前記発光素子の
第２電極に電気的に接続された第２電源線と、前記コンデンサの第１電極に基準電圧を設
定するための第１スイッチ素子と、前記コンデンサの第２電極にデータ電圧を供給するた
めのデータ線と、一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コン
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デンサの第２電極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導
通及び非導通を切り換える第２スイッチ素子と、前記発光素子の第１電極と前記コンデン
サの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電源線、前記発光素子の第１電極、前記コン
デンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び前記データ線を接続するパスを形成するた
めの配線と、前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との間にあって、前記駆動素子と
直列に接続され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する第３スイッチ素
子とを備えるものである。
【００２１】
　本態様の回路構成によると、前記第３スイッチ素子によって、前記駆動素子のソース電
極及び前記第２スイッチ素子を介した前記第１電源線と前記データ線との間の電流の流れ
を遮断した上で、前記コンデンサに所望の電位差の電圧を保持させることが可能となる。
これにより、前記第２スイッチ素子の両側の端子の電位差が、前記駆動素子のソース電極
及び前記第２スイッチ素子を介して前記第１電源線と前記データ線との間で流れる電流に
よって変動するのを防止できる。そのため、前記第２スイッチ素子の両端の電位差が安定
し、前記第２スイッチ素子を介して前記データ線から所望の電位差の電圧に対応する電圧
を正確に前記コンデンサに保持できる。その結果、前記駆動素子のゲート－ソース間の電
位差が安定し、前記所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に前記発光素子に
流すことができる。
【００２２】
　請求項２記載の態様の表示パネル装置は、請求項１記載の表示装置において、さらに、
前記第１スイッチ素子、前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を制御する制御
部とを備え、前記制御部は、前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記配線及び前記第２ス
イッチ素子を介した前記第１電源線と前記データ線との間の前記ドレイン電流の流れを遮
断している間に、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデ
ンサの第１電極に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ
電圧を設定して前記コンデンサに所望の電位差の電圧を保持させ、前記第１スイッチ素子
及び前記第２スイッチ素子をＯＦＦした状態で前記第３スイッチ素子をＯＮし、前記コン
デンサに保持された前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を前記発光素子に
流させるものである。
【００２３】
　本態様によれば、前記第１スイッチ素子から第３スイッチ素子の動作を、制御部が制御
する。つまり、前記駆動素子のソース電極及び前記第２スイッチ素子を介した前記第１電
源線と前記データ線との間の電流の流れを遮断した上で、前記コンデンサに所望の電位差
の電圧を蓄積する。これにより、前記第２スイッチ素子の両側の端子の電位差が、前記駆
動素子のソース電極及び前記第２スイッチ素子を介して前記第１電源線と前記データ線と
の間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、前記第２スイッチ素子の
両端の電位差が安定し、前記第２スイッチ素子を介して前記データ線から所望の電位差の
電圧に対応する電圧を正確に前記コンデンサに保持できる。その結果、前記駆動素子のゲ
ート－ソース間の電位差が安定し、前記所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正
確に前記発光素子に流すことができる。
【００２４】
　請求項３記載の態様の表示パネル装置は、請求項２記載の表示装置において、前記制御
部は、前記第３スイッチ素子をＯＦＦすることにより、前記配線及び前記第２スイッチ素
子を介した前記第１電源線と前記データ線との間の電流の流れを遮断すると共に、前記第
１電源線と前記第２電源線との間の電流の流れを遮断するものである。
【００２５】
　本態様によると、前記第１電源線と前記第２電源線との間のドレイン電流の流れを遮断
した上で、前記コンデンサに所望の電位差の電圧が保持される。これにより、前記コンデ
ンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧になる前に、前記コンデンサの第２電極が接
続された素子（ここでは発光素子もしくはスイッチングトランジスタ）に電流が流れるこ
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とはない。よって、前記コンデンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧になる前に、
前記コンデンサに保持された電圧に応じた電流が前記発光素子もしくはスイッチングトラ
ンジスタに流れるのを防止できる。即ち、前記コンデンサに所望の電位差の電圧に対応す
る正確な電圧を保持できるので、所望の電位差の電圧に対応する正確なドレイン電流を前
記発光素子に流すことができる。
【００２６】
　さらに、前記発光素子と前記電源線との間に、前記駆動素子と直列に設けられ、前記第
１電源線と前記第２電源線との間にドレイン電流を流す第３スイッチ素子を設けている。
これにより、突入電流の発生を抑え、前記発光素子への供給電量を正確に制御できる。そ
の結果、画像のコントラストを向上させることができる。
【００２７】
　即ち、前記第３スイッチ素子のＯＦＦという一つの制御によって、前記第２スイッチ素
子の両端の電位差を安定させて前記駆動素子のゲート－ソース間の電位差を安定させるこ
とができると共に、突入電流を抑えることができる。その結果、所望の電位差の電圧に対
応する電圧を正確に前記コンデンサに保持して、前記所望の電位差の電圧に対応するドレ
イン電流を正確に前記発光素子に流すことができる。
【００２８】
　請求項４記載の態様の表示パネル装置は、請求項１の表示装置において、例えば、前記
第３スイッチ素子は、前記第１電源線と前記駆動素子のドレインとの間に直列に接続され
、前記配線は、前記駆動素子のソースに接続された前記発光素子の第１電極と、前記コン
デンサの第２電極とを接続するものである。
【００２９】
　請求項５記載の態様の表示パネル装置は、請求項１の表示装置において、例えば、前記
第３スイッチ素子は、前記発光素子の第１電極と前記駆動素子のソースとの間に直列に接
続され、前記配線は、前記第３スイッチ素子に接続された前記発光素子の第１電極と、前
記コンデンサの第２電極とを接続するものである。
【００３０】
　請求項６記載の態様の表示パネル装置は、請求項２または３に記載の表示装置において
、前記発光素子の第１電極はアノード電極であり、前記発光素子の第２電極はカソード電
極であり、前記第１電源線の電圧は、前記第２電源線の電圧より高く、前記第１電源線か
ら前記第２電源線に向かって電流が流れるものである。
【００３１】
　本態様によると、前記駆動素子をｎ型トランジスタで構成できる。
【００３２】
　請求項７記載の態様の表示パネル装置は、請求項６記載の表示装置において、前記制御
部は、前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子への電流の供
給を遮断し、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサ
の第１電極に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧
を設定して前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保持させ、前記第１スイッチ素子をＯ
ＦＦして前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子をＯＮし、前記所望の電位差の
電圧に応じた前記ドレイン電流を、前記配線及び前記第２スイッチ素子を介して前記デー
タ線に流すものである。
【００３３】
　本態様によると、前記第１電源線を介して前記発光素子に供給される電流量を、前記デ
ータ線を介して読み込んで測定する場合、前記第１電源線から前記発光素子へ至る経路と
、前記第１電源線から前記データ線に至る経路とで、電流が流れる条件は同一であるため
、前記第１電源線を介して前記発光素子に供給される電流量を正確に測定できる。
【００３４】
　また、前記第１電源線を介して前記発光素子に供給される電流量を、前記データ線を介
して読み込んで測定する場合、前記コンデンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧に
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なる前に、前記電源線から供給される電流を測定することはない。よって、前記コンデン
サに保持された電圧が所望の電位差の電圧になる前に、前記コンデンサに保持された電圧
に応じた電流が前記電源線を介して供給され、それを測定するのを防止できる。即ち、前
記コンデンサに所望の電位差の電圧に対応する正確な電圧を保持できるので、所望の電位
差の電圧に対応する正確な電流量を測定できる。
【００３５】
　請求項８記載の態様の表示パネル装置は、請求項７記載の表示装置において、前記第２
電源線に、前記第１電源線に接続される電源部の設定電圧から前記発光素子の発光開始電
圧を減じた電圧よりも大きい第１電圧または前記第１電圧より低い第２電圧を設定する設
定部を備え、前記データ電圧は前記第１電圧より低い電圧であり、前記制御部は、前記発
光素子を発光させる場合には、前記第２電源線に前記第２電圧を設定し、前記第２スイッ
チ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子に前記ドレイン電流を流し、前記ド
レイン電流を測定する場合には、前記第２電源線に前記第１電圧を設定し、前記第２スイ
ッチ素子をＯＮして、前記ドレイン電流を前記第１電源線から前記データ線に流すもので
ある。
【００３６】
　本態様によると、前記第１電源線から流れるドレイン電流を、前記データ線を介して測
定する場合、前記発光素子の第２電極の電圧を、前記第１電源線に接続される電源部の設
定電圧より前記発光素子の発光開始電圧を減じた電圧よりも大きい電圧として電位差を小
さく設定する。このため、前記第３スイッチ素子をＯＮすれば、前記発光素子に電流は流
れず、前記設定電圧と前記データ電圧の電位差により前記第１電源線から前記データ線に
電流が流れる。
【００３７】
　請求項９記載の態様の表示パネル装置は、請求項２または３に記載の表示装置において
、前記発光素子の第１電極はカソード電極であり、前記発光素子の第２電極はアノード電
極であり、前記第２電源線の電圧は、前記第１電源線の電圧より高く、前記第２電源線か
ら前記第１電源線に向かって電流が流れるものである。
【００３８】
　本態様によると、前記駆動素子をｐ型トランジスタで構成できる。
【００３９】
　請求項１０記載の態様の表示パネル装置は、請求項９記載の表示装置において、前記制
御部は、前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子への電流の
供給を遮断し、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデン
サの第１電極に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電
圧を設定して前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保持させ、前記第１スイッチ素子を
ＯＦＦして前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子をＯＮし、前記所望の電位差
の電圧に応じた前記ドレイン電流を、前記配線及び前記第２スイッチ素子を介して前記デ
ータ線から流すものである。
【００４０】
　本態様によると、前記第２電源線を介して前記発光素子に供給される電流量を、前記デ
ータ線を介して読み込んで測定する場合、前記発光素子から前記第１電源線へ至る経路と
、前記データ線から前記第１電源線に至る経路とで、ドレイン電流が流れる条件は同一で
あるため、前記発光素子を介して前記第１電源線に供給される電流量を正確に測定できる
。
【００４１】
　また、前記発光素子を介して前記第１電源線に供給される電流量を、前記データ線を介
して読み込んで測定する場合、前記コンデンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧に
なる前に、前記第２電源線から供給される電流を測定することはない。よって、前記コン
デンサに保持された電圧が所望の電位差の電圧になる前に、前記コンデンサに保持された
電圧に応じた電流が前記第２電源線を介して供給され、それを測定するのを防止できる。
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即ち、前記コンデンサに所望の電位差の電圧に対応する正確な電圧を保持できるので、所
望の電位差の電圧に対応する正確な電流量を測定できる。
【００４２】
　請求項１１記載の態様の表示パネル装置は、請求項１０記載の表示装置において、前記
第２電源線に、前記第１電源線に接続される電源部の設定電圧に前記発光素子の発光開始
電圧を加えた電圧よりも小さい第３電圧または前記第３電圧より高い第４電圧を設定する
設定部を備え、前記データ電圧は前記第１電圧より高い電圧であり、前記制御部は、前記
発光素子を発光させる場合には、前記第２電源線に前記第４電圧を設定し、前記第２スイ
ッチ素子をＯＦＦして前記発光素子から前記第１電源線へ電流を流し、前記ドレイン電流
を測定する場合には、前記第２電源線に前記第３電圧を設定し、前記第２スイッチ素子を
ＯＮして、前記ドレイン電流を前記データ線から前記第１電源線に流すものである。
【００４３】
　本態様によると、前記第１電源線へ流れるドレイン電流を、前記データ線を介して測定
する場合、前記発光素子の第２電極の電圧を、前記第１電源線に接続される電源部の設定
電圧に前記発光素子の発光開始電圧を加えた電圧よりも小さい電圧として電位差を小さく
設定する。このため、前記第３スイッチ素子をＯＮすれば、前記発光素子に電流は流れず
、前記設定電圧と前記データ電圧の電位差により前記データ線から前記第１電源線に電流
が流れる。
【００４４】
　請求項１２記載の態様の表示装置は、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示
パネル装置と、前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、前記発光素
子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた発光層とを含
み、前記発光素子は、少なくとも複数個マトリクス状に配置されているものである。
【００４５】
　請求項１３記載の態様の表示装置は、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示
パネル装置と、前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、前記発光素
子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた発光層とを含
み、少なくとも前記発光素子及び前記第３スイッチ素子は、単位画素の画素回路を構成し
、前記画素回路は、複数個マトリクス状に配置されているものである。
【００４６】
　請求項１４記載の態様の表示装置は、請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示
パネル装置と、前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、前記発光素
子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた発光層とを含
み、前記発光素子、前記コンデンサ、前記駆動素子、前記第１スイッチ素子、前記第２ス
イッチ素子及び前記第３スイッチ素子は、単位画素の画素回路を構成し、前記画素回路は
、複数個マトリクス状に配置されているものである。
【００４７】
　請求項１５記載の態様の表示装置は、前記発光素子は、有機エレクトロルミネッセンス
発光素子である。
【００４８】
　請求項１６記載の態様の表示装置の制御方法は、発光素子と、電圧を保持するコンデン
サと、ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された
電圧に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆
動素子と、前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、前記発光
素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、前記コンデンサの第１電極に基準電
圧を設定するための第１スイッチ素子と、前記コンデンサの第２電極にデータ電圧を供給
するためのデータ線と、一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前
記コンデンサの第２電極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極
との導通及び非導通を切り換える第２スイッチ素子と、前記発光素子の第１電極と前記コ
ンデンサの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電源線、前記発光素子の第１電極、前
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記コンデンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び前記データ線を接続するパスを形成
するための配線と、前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との間にあって、前記駆動
素子と直列に接続され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する第３スイ
ッチ素子とを具備する表示装置の制御方法であって、前記第３スイッチ素子をＯＦＦして
前記配線及び前記第２スイッチ素子を介した前記第１電源線と前記データ線との間の前記
ドレイン電流の流れを遮断し、前記ドレイン電流の流れを遮断している間に、前記第１ス
イッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極に前記基準電
圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧を設定して前記コンデン
サを所望の電位差の電圧を保持させ、前記所望の電位差の電圧を保持させた後、前記第１
スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＦＦして前記第３スイッチ素子をＯＮし、前
記コンデンサに保持された前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を前記発光
素子に流すものである。
【００４９】
　以下、本発明の好ましい実施の形態を図に基づき説明する。なお、以下では、全ての図
を通じて同一又は相当する要素には同じ符号を付して、その重複する説明を省略する。
【００５０】
　（実施の形態１）
　以下、本発明の実施の形態１について、図を用いて具体的に説明する。
【００５１】
　図１は、本発明の表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。同図における表示
装置１は、制御回路２と、メモリ３と、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５と、電
源線駆動回路６と、表示部７とを備える。
【００５２】
　また、図２は、本発明の実施の形態１に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、選択トランジスタ１
１と、スイッチングトランジスタ１２及び１６と、保持容量素子１３と、駆動トランジス
タ１４と、有機ＥＬ素子１５と、第１走査線１７と、第２走査線１８と、第３走査線１９
と、データ線２０と、第１電源線２１と、第２電源線２２と、参照電源線２３とを備える
。また、周辺回路は、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５とを備える。
【００５３】
　図１及び図２に記載された構成要素について、以下、その接続関係および機能を説明す
る。
【００５４】
　制御回路２は、走査線駆動回路４、データ線駆動回路５、電源線駆動回路６及びメモリ
３の制御を行う機能を有する。メモリ３には、各発光画素の補正データなどが記憶されて
おり、制御回路２は、メモリ３に書き込まれた補正データを読み出し、外部から入力され
た映像信号を、その補正データに基づいて補正して、データ線駆動回路５へと出力する。
【００５５】
　また制御回路２は、走査線駆動回路４を介して、選択トランジスタ１１、スイッチング
トランジスタ１２及び１６を制御する。
【００５６】
　走査線駆動回路４は、第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１９に接続され
ており、第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１９に走査信号を出力すること
により、それぞれ、発光画素１０の有する選択トランジスタ１１、スイッチングトランジ
スタ１２及び１６の導通・非導通を制御回路２の指示により実行する機能を有する。
【００５７】
　データ線駆動回路５は、データ線２０に接続されており、映像信号に基づいたデータ電
圧を発光画素１０へ出力する機能を有する。
【００５８】
　電源線駆動回路６は、第１電源線２１、第２電源線２２及び参照電源線２３に接続され



(44) JP WO2011/030370 A1 2011.3.17

ており、それぞれ、全発光画素に共通の第１電源電圧ＶＤＤ、第２電源電圧ＶＥＥ及び基
準電圧ＶＲを、制御回路２の指示により設定する機能を有する。
【００５９】
　表示部７は、複数の発光画素１０を備え、外部から表示装置１へ入力された映像信号に
基づいて画像を表示する。
【００６０】
　選択トランジスタ１１は、ゲートが第１走査線１７に接続され、ソース及びドレインの
一方がデータ線２０に接続され、ソース及びドレインの他方が保持容量素子１３の第２電
極である電極１３２に接続された第２スイッチ素子である。選択トランジスタ１１は、デ
ータ線２０のデータ電圧を保持容量素子１３の電極１３２に印加するタイミングを決定す
る機能を有する。
【００６１】
　スイッチングトランジスタ１２は、ゲートが第２走査線１８に接続され、ソース及びド
レインの一方が参照電源線２３に接続され、ソース及びドレインの他方が保持容量素子１
３の第１電極である電極１３１に接続された第１スイッチ素子である。スイッチングトラ
ンジスタ１２は、参照電源線２３の基準電圧ＶＲを保持容量素子１３の電極１３１に印加
するタイミングを決定する機能を有する。選択トランジスタ１１及びスイッチングトラン
ジスタ１２は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【００６２】
　保持容量素子１３は、電極１３１が駆動トランジスタ１４のゲートに接続され、電極１
３２が選択トランジスタ１１のソース及びドレインの他方及び駆動トランジスタ１４のソ
ースに接続されたコンデンサである。保持容量素子１３には、選択トランジスタ１１及び
スイッチングトランジスタ１２がオン状態のときに、電極１３１に基準電圧ＶＲが、電極
１３２にデータ電圧Ｖｄａｔａが印加され、両電極の電位差である（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）
が保持される。
【００６３】
　駆動トランジスタ１４は、ゲートが保持容量素子１３の電極１３１に接続され、ドレイ
ンがスイッチングトランジスタ１６のソース及びドレインの一方に接続され、ソースが有
機ＥＬ素子１５の第１電極であるアノードに接続された駆動素子である。駆動トランジス
タ１４は、ゲート－ソース間に印加されたデータ電圧に対応した電圧を、当該データ電圧
に対応したドレイン電流に変換する。そして、このドレイン電流を信号電流として有機Ｅ
Ｌ素子１５に供給する。例えば、選択トランジスタ１１及びスイッチングトランジスタ１
２がオフ状態であって、スイッチングトランジスタ１６がオン状態のときに、駆動トラン
ジスタ１４は、データ線２０から供給されたデータ電圧Ｖｄａｔａに対応した電圧、つま
り保持容量素子１３の保持電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）に対応したドレイン電流を、有機Ｅ
Ｌ素子１５へ供給する機能を有する。駆動トランジスタ１４は、例えば、ｎ型の薄膜トラ
ンジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【００６４】
　有機ＥＬ素子１５は、アノードが駆動トランジスタ１４のソースに接続され、カソード
が第２電源線２２に接続された発光素子であり、駆動トランジスタ１４から信号電流であ
るドレイン電流が流れることにより発光する。
【００６５】
　スイッチングトランジスタ１６は、ゲートが第３走査線１９に接続され、ソース及びド
レインの一方が駆動トランジスタ１４のドレインに接続され、ソース及びドレインの他方
が第１電源線２１に接続された第３スイッチ素子である。スイッチングトランジスタ１６
は、有機ＥＬ素子１５のアノードと第１電源線２１との間であって、駆動トランジスタ１
４と直列に接続され、駆動トランジスタ１４のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する機
能を有する。スイッチングトランジスタ１６は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型
ＴＦＴ）で構成される。
【００６６】
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　第１走査線１７は、走査線駆動回路４に接続され、発光画素１０を含む画素行に属する
各発光画素に接続されている。これにより、第１走査線１７は、発光画素１０を含む画素
行に属する各発光画素へデータ電圧を書き込むタイミングを供給する機能を有する。
【００６７】
　第２走査線１８は、走査線駆動回路４に接続され、発光画素１０を含む画素行に属する
各発光画素に接続されている。これにより、第２走査線１８は、発光画素１０を含む画素
行に属する各発光画素の有する保持容量素子１３の電極１３１に基準電圧ＶＲを印加する
タイミングを供給する機能を有する。
【００６８】
　第３走査線１９は、走査線駆動回路４に接続され、発光画素１０を含む画素行に属する
各発光画素に接続されている。これにより、第３走査線１９は、発光画素１０を含む画素
行に属する各発光画素の有する駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源電圧ＶＤＤと
を電気的に接続するタイミングを供給する機能を有する。
【００６９】
　また、表示装置１は、画素行数分の第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１
９を備える。
【００７０】
　データ線２０は、データ線駆動回路５に接続され、発光画素１０を含む画素列に属する
各発光画素へ接続され、発光強度を決定するデータ電圧を供給する機能を有する。
【００７１】
　また、表示装置１は、画素列数分のデータ線２０を備える。
【００７２】
　なお、図１、図２には記載されていないが、第１電源線２１、第２電源線２２及び参照
電源線２３は、それぞれ、全発光画素に共通接続されており、電源線駆動回路６に接続さ
れている。また、駆動トランジスタ１４の閾値電圧に有機ＥＬ素子１５の発光開始電圧を
加えた電圧が０Ｖよりも大きい場合は、参照電源線２３は第２電源線２２と同一電圧とし
てもよい。これにより電源線駆動回路６の出力電圧の種類が減り、回路がより簡易になる
。
【００７３】
　上記回路構成によると、スイッチングトランジスタ１６によって、駆動トランジスタ１
４のソース及び選択トランジスタ１１を経由した第１電源線２１とデータ線２０との間の
電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが
可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジ
スタ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線２１とデータ線２０との
間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両
端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電
圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、保持容量素子１３
の両電極の電位差、すなわち、駆動トランジスタ１４のゲート－ソース間の電位差が安定
し、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子１５に流すことが
できる。
【００７４】
　次に、本実施の形態に係る表示装置１の制御方法について図３～図８Ｂを用いて説明す
る。
【００７５】
　図３～図５Ｂは、テストモードでの制御方法を、また、図６～図８Ｂは、通常発光モー
ドでの制御方法を説明している。
【００７６】
　まず、テストモードでの制御方法を説明する。テストモードとは、データ電圧を保持容
量素子１３に書き込み、その後、書き込まれたデータ電圧に対応した電圧により発生する
駆動トランジスタ１４のドレイン電流を正確に測定するためのモードである。この測定さ
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れたドレイン電流から駆動トランジスタ１４の状態を把握し、補正データを生成すること
が可能となる。
【００７７】
　図３は、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおける制御方法を説明
する動作タイミングチャートである。同図において、横軸は時間を表している。また縦方
向には、上から順に、第１走査線１７、第２走査線１８、第３走査線１９、第１電源線２
１、第２電源線２２、参照電源線２３及びデータ線２０に発生する電圧の波形図が示され
ている。また、図４は、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおける制
御方法を説明する動作フローチャートである。
【００７８】
　まず、時刻ｔ０において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオフ状態とする。これにより
、駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源線２１とは非導通となる（図４のＳ０１）
。
【００７９】
　次に、時刻ｔ１において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオン状態とする。これにより
、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とが導通し、保持容量素子１３の電極
１３１に基準電圧ＶＲが印加される（図４のＳ０２）。
【００８０】
　次に、時刻ｔ２において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持容
量素子１３の電極１３２とデータ線２０とが導通し、保持容量素子１３の電極１３２にデ
ータ電圧Ｖｄａｔａが印加される（図４のＳ０３）。
【００８１】
　次に、時刻ｔ２～時刻ｔ３の期間、第１走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであるので
、発光画素１０の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、データ電圧Ｖｄａｔａ及び
基準電圧ＶＲが継続して印加されている。同様に、発光画素１０を含む画素行に属する各
発光画素に対しデータ電圧が供給されている。
【００８２】
　図５Ａは、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおけるデータ電圧書
き込み状態を表す回路図である。同図に記載されているように、保持容量素子１３の電極
１３１には参照電源線２３の基準電圧ＶＲが印加され、電極１３２にはデータ線２０より
データ電圧Ｖｄａｔａが印加される。つまり、ステップＳ０２及びＳ０３では、発光画素
１０に印加すべきデータ電圧に対応した電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）を保持容量素子１３に
保持させている。
【００８３】
　また、このとき、スイッチングトランジスタ１６が非導通となっていることにより、駆
動トランジスタ１４のドレイン電流は発生していない。また、データ電圧Ｖｄａｔａの最
大値と第２電源電圧ＶＥＥとの電位差は、有機ＥＬ素子１５の閾値電圧（以下、Ｖｔｈ（
ＥＬ）と記す）以下とする。よって、有機ＥＬ素子１５は発光しない。
【００８４】
　これより、各電源線には容量性負荷のみが接続され、書き込み時の定常状態において、
定常電流による電圧降下は発生しない。よって保持容量素子１３には正確な電位が書き込
まれる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動ＴＦＴの閾値電圧Ｖｔｈを１Ｖとし
て、ＶＥＥは１５Ｖに、ＶＤＤは１５Ｖに、ＶＲは１０Ｖに、Ｖｄａｔａは０Ｖ～１０Ｖ
に設定されている。
【００８５】
　次に、時刻ｔ３において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、保持容
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量素子１３の電極１３２とデータ線２０とは非導通となる（図４のＳ０４）。
【００８６】
　次に、時刻ｔ４において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオフ状態とする。これにより
、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とは非導通となる（図４のＳ０５）。
【００８７】
　以上の動作により、保持容量素子１３には正確な電圧が書き込まれる。以降の動作では
、保持容量素子１３に正確に書き込まれた電圧を利用して、駆動トランジスタ１４のドレ
イン電流を正確に測定する。
【００８８】
　次に、時刻ｔ５において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオン状態とする。これにより
、駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源線２１とが導通する（図４のＳ０６）。
【００８９】
　次に、時刻ｔ６において、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化さ
せ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持容量素子１３の電極１３
２とデータ線２０とが導通する（図４のＳ０７）。テストモードでは、第１電源電圧ＶＤ
Ｄ－第２電源電圧ＶＥＥ＜Ｖｔｈ（ＥＬ）となるように、各電源電圧が設定されている。
これにより、駆動トランジスタ１４のドレイン電流は、有機ＥＬ素子１５に流れず、駆動
トランジスタ１４のソース及び保持容量素子１３の電極１３２を経由してデータ線２０に
流れ込む。
【００９０】
　図５Ｂは、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおけるドレイン電流
読み取り状態を表す回路図である。同図に記載されているように、データ線駆動回路５は
、スイッチ素子５１と読み取り抵抗５２とオペアンプ５３とを備えている。
【００９１】
　オペアンプ５３は正入力端子と負入力端子の電位を等しく保つように動作している。す
なわち、発光画素１０から流れてきた駆動トランジスタ１４のドレイン電流である画素電
流Ｉｐｉｘは読み取り抵抗５２（Ｒ）に流れるが、読み取り抵抗５２とオペアンプ５３の
負入力側とが接続されたノードと、読み取り電圧Ｖｒｅａｄが等しくなるように、オペア
ンプ５３は動作する。よって、オペアンプ５３の出力電位Ｖｏｕｔ、電流Ｉｐｉｘ、読み
取り抵抗Ｒ及び読み取り電圧Ｖｒｅａｄとの間には、
　　Ｉｐｉｘ×Ｒ＝Ｖｒｅａｄ－Ｖｏｕｔ
の関係が成立している。ここでＶｒｅａｄは、例えば、５Ｖである。
【００９２】
　以上からＶｏｕｔを読むことで、Ｉｐｉｘを正確に算出することが可能となる。つまり
、発光画素ごとのＩｐｉｘのばらつきを正確に把握することが可能となる。
【００９３】
　上記構成および動作によると、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される
電流量を、データ線２０を介して読み込んで測定する場合、第１電源線２１から有機ＥＬ
素子１５へ至る経路と、第１電源線２１からデータ線２０に至る経路とで、電流が流れる
条件は同一であるため、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される電流量を
正確に測定できる。
【００９４】
　また、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される電流量をデータ線２０を
介して読み込んで測定する場合、保持容量素子１３に保持された電圧は、スイッチングト
ランジスタ１２がオフとなっているのでＩｐｉｘの経路によらず保持され、結果としてＩ
ｐｉｘの値も経路によらない。すなわち、有機ＥＬ素子１５に供給される電流量を正確に
測定できる。
【００９５】
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　また、第２電源線２２の電圧を、第１電源線２１に接続される電源部の設定電圧からＶ
ｔｈ（ＥＬ）を減じた電圧よりも大きい電圧に設定している。このため、スイッチングト
ランジスタ１６をＯＮすれば、有機ＥＬ素子１５にドレイン電流は流れず、第１電源線２
１とデータ線２０との電位差により第１電源線２１からデータ線２０にドレイン電流が流
れる。
【００９６】
　最後に、時刻ｔ７において、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに変化
させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、駆動トランジスタ１４のド
レイン電流の測定を終了させる。
【００９７】
　次に、通常発光モードでの制御方法を説明する。通常発光モードとは、データ電圧を保
持容量素子１３に書き込み、その後、書き込まれたデータ電圧に対応した電圧により発生
する駆動トランジスタ１４のドレイン電流を、有機ＥＬ素子１５に流して発光させるモー
ドである。
【００９８】
　図６は、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおける制御方法を説
明する動作タイミングチャートである。同図において、横軸は時間を表している。また縦
方向には、上から順に、第１走査線１７、第２走査線１８、第３走査線１９、第１電源線
２１、第２電源線２２、参照電源線２３及びデータ線２０に発生する電圧の波形図が示さ
れている。また、図７は、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおけ
る制御方法を説明する動作フローチャートである。
【００９９】
　まず、時刻ｔ１０において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオフ状態とする。これによ
り、駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源線２１とは非導通となり、有機ＥＬ素子
１５は消光する（図７のＳ１１）。
【０１００】
　次に、時刻ｔ１１において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオン状態とする。これによ
り、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とが導通し、保持容量素子１３の電
極１３１に基準電圧ＶＲが印加される（図７のＳ１２）。
【０１０１】
　次に、時刻ｔ１２において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持
容量素子１３の電極１３２とデータ線２０とが導通し、保持容量素子１３の電極１３２に
データ電圧Ｖｄａｔａが印加される（図７のＳ１３）。
【０１０２】
　次に、時刻ｔ１２～時刻ｔ１３の期間、第１走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨである
ので、発光画素１０の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、データ電圧Ｖｄａｔａ
及び基準電圧ＶＲが継続して印加されている。同様に、発光画素１０を含む画素行に属す
る各発光画素に対しデータ電圧が供給されている。
【０１０３】
　図８Ａは、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおけるデータ電圧
書き込み状態を表す回路図である。同図に記載されているように、保持容量素子１３の電
極１３１には参照電源線２３の基準電圧ＶＲが印加され、電極１３２にはデータ線２０よ
りデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。つまり、ステップＳ１２及びＳ１３では、発光画
素１０に印加すべきデータ電圧に対応した電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）を保持容量素子１３
に保持させている。
【０１０４】
　また、このとき、スイッチングトランジスタ１６が非導通となっていることにより、駆
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動トランジスタ１４のドレイン電流は発生していない。さらに、データ電圧Ｖｄａｔａの
最大値（Ｖｄａｔａ＿ｍａｘ）と第２電源電圧ＶＥＥとの電位差は、有機ＥＬ素子１５の
Ｖｔｈ（ＥＬ）以下とする。よって、有機ＥＬ素子１５は発光しない。
【０１０５】
　これより、各電源線には容量性負荷のみが接続され、書き込み時の定常状態において、
定常電流による電圧降下は発生しない。よって保持容量素子１３には正確な電位が書き込
まれる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動ＴＦＴの閾値電圧Ｖｔｈを１Ｖとし
て、ＶＥＥは０Ｖに、ＶＤＤは１５Ｖに、ＶＲは１０Ｖに、Ｖｄａｔａは０Ｖ～１０Ｖに
設定されている。
【０１０６】
　次に、時刻ｔ１３において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、保持
容量素子１３の電極１３２とデータ線２０とは非導通となる（図７のＳ１４）。
【０１０７】
　次に、時刻ｔ１４において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオフ状態とする。これによ
り、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とは非導通となる（図７のＳ１５）
。
【０１０８】
　以上の動作により、保持容量素子１３には正確な電圧が書き込まれる。以降の動作では
、保持容量素子１３に正確に書き込まれた電圧に対応した駆動トランジスタ１４のドレイ
ン電流を発生させ、有機ＥＬ素子１５を発光させる。
【０１０９】
　次に、時刻ｔ１５において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオン状態とする。これによ
り、駆動トランジスタ１４のドレインと第１電源線２１とが導通し、有機ＥＬ素子１５に
ドレイン電流が流れることにより、有機ＥＬ素子１５が発光する（図７のＳ１６）。
【０１１０】
　図８Ｂは、本発明の実施の形態１に係る表示装置の通常発光モードにおける発光状態を
表す回路図である。通常発光モードでは、第１電源電圧ＶＤＤ－第２電源電圧ＶＥＥ＞Ｖ
ｔｈ（ＥＬ）となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、保持容量素子１
３の両電極に保持された電圧に対応した駆動トランジスタ１４のドレイン電流が、有機Ｅ
Ｌ素子１５を流れる。
【０１１１】
　次に、時刻ｔ１６において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１６をオフ状態とし、有機ＥＬ素
子１５を消光させる。
【０１１２】
　上述した時刻ｔ１０～ｔ１６は、表示パネルの１フレーム期間に相当し、ｔ１６～ｔ２
１においてもｔ１０～ｔ１５と同様の動作が実行される。
【０１１３】
　上記構成及び動作によると、スイッチングトランジスタ１６によって、駆動トランジス
タ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介した第１電源線２１とデータ線２０との間
の電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させること
が可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トラン
ジスタ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線２１とデータ線２０と
の間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の
両端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の
電圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジス
タ１４のゲート－ソース間の電位差は、第２電源線２２の電圧変動および有機ＥＬ素子１
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５の経時劣化に伴う高抵抗化による駆動トランジスタ１４のソース電位の変動の影響を受
けにくくなっている。つまり、本回路動作はソース接地の回路動作と同等の動作となり、
所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子１５に流すことができ
る。
【０１１４】
　（実施の形態２）
　以下、本発明の実施の形態２について、図を用いて具体的に説明する。
【０１１５】
　図１は、本発明の表示装置の電気的な構成を示すブロック図である。同図における表示
装置１は、制御回路２と、メモリ３と、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５と、電
源線駆動回路６と、表示部７とを備える。
【０１１６】
　また、図９は、本発明の実施の形態２に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びそ
の周辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、選択トランジスタ１
１と、スイッチングトランジスタ１２及び２６と、保持容量素子１３と、駆動トランジス
タ１４と、有機ＥＬ素子１５と、第１走査線１７と、第２走査線１８と、第３走査線１９
と、データ線２０と、第１電源線２１と、第２電源線２２と、参照電源線２３とを備える
。また、周辺回路は、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５とを備える。
【０１１７】
　本実施の形態に係る表示装置は、実施の形態１に係る表示装置と比較して、発光画素の
回路構成のみが異なる。以下、実施の形態１に係る表示装置と同じ点は説明を省略し、異
なる点のみ説明する。
【０１１８】
　制御回路２は、走査線駆動回路４、データ線駆動回路５、電源線駆動回路６及びメモリ
３の制御を行う機能を有する。メモリ３には、各発光画素の補正データなどが記憶されて
おり、制御回路２は、メモリ３に書き込まれた補正データを読み出し、外部から入力され
た映像信号を、その補正データに基づいて補正して、データ線駆動回路５へと出力する。
【０１１９】
　また制御回路２は、走査線駆動回路４を介して、選択トランジスタ１１、スイッチング
トランジスタ１２及び２６を制御する。
【０１２０】
　走査線駆動回路４は、第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１９に接続され
ており、第１走査線１７、第２走査線１８及び第３走査線１９に走査信号を出力すること
により、それぞれ、発光画素１０の有する選択トランジスタ１１、スイッチングトランジ
スタ１２及び２６の導通・非導通を制御回路２の指示により実行する機能を有する。
【０１２１】
　駆動トランジスタ１４は、ゲートが保持容量素子１３の電極１３１に接続され、ドレイ
ンが第１電源線２１に接続され、ソースがスイッチングトランジスタ２６のソース及びド
レインの一方に接続された駆動素子である。駆動トランジスタ１４は、ゲートとスイッチ
ングトランジスタ２６のソース及びドレインの他方との間に印加されたデータ電圧に対応
した電圧を、当該データ電圧に対応したドレイン電流に変換する。そして、このドレイン
電流を信号電流として有機ＥＬ素子１５に供給する。例えば、選択トランジスタ１１及び
スイッチングトランジスタ１２がオフ状態であって、スイッチングトランジスタ２６がオ
ン状態のときに、駆動トランジスタ１４は、データ線２０から供給されたデータ電圧Ｖｄ
ａｔａに対応した電圧、つまり保持容量素子１３の保持電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）に対応
したドレイン電流を、有機ＥＬ素子１５へ供給する機能を有する。駆動トランジスタ１４
は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１２２】
　有機ＥＬ素子１５は、アノードがスイッチングトランジスタ２６のソース及びドレイン
の他方に接続され、カソードが第２電源線２２に接続された発光素子であり、駆動トラン
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ジスタ１４から信号電流であるドレイン電流が流れることにより発光する。
【０１２３】
　スイッチングトランジスタ２６は、ゲートが第３走査線１９に接続され、ソース及びド
レインの一方が駆動トランジスタ１４のソースに接続され、ソース及びドレインの他方が
有機ＥＬ素子１５のアノードに接続された第３スイッチ素子である。スイッチングトラン
ジスタ２６は、有機ＥＬ素子１５のアノードと第１電源線２１との間であって、駆動トラ
ンジスタ１４と直列に接続され、駆動トランジスタ１４のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを
決定する機能を有する。スイッチングトランジスタ２６は、例えば、ｎ型の薄膜トランジ
スタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１２４】
　第３走査線１９は、走査線駆動回路４に接続され、発光画素１０を含む画素行に属する
各発光画素に接続されている。これにより、第３走査線１９は、発光画素１０を含む画素
行に属する各発光画素の有する駆動トランジスタ１４のソースと有機ＥＬ素子１５のアノ
ードとを電気的に接続する機能を有する。
【０１２５】
　上記回路構成によると、スイッチングトランジスタ２６によって、駆動トランジスタ１
４のソース及び選択トランジスタ１１を経由した第１電源線２１とデータ線２０との間の
電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが
可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジ
スタ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線２１とデータ線２０との
間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両
端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電
圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジスタ
１４のゲート－ソース間の電位差が安定し、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流
を正確に有機ＥＬ素子１５に流すことができる。
【０１２６】
　次に、本実施の形態に係る表示装置の制御方法について図３、図６、図１０～図１３Ｂ
を用いて説明する。
【０１２７】
　図３、図１０及び図１１Ｂは、テストモードでの制御方法を、また、図６、図１２及び
図１３Ｂは、通常発光モードでの制御方法を説明している。
【０１２８】
　まず、テストモードでの制御方法を説明する。
【０１２９】
　図３は、本発明の実施の形態１に係る表示装置のテストモードにおける制御方法を説明
する動作タイミングチャートである。
【０１３０】
　まず、時刻ｔ０において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオフ状態とする。これにより
、有機ＥＬ素子１５のアノードと駆動トランジスタ１４のソースとは非導通となる（図１
０のＳ２１）。
【０１３１】
　次に、時刻ｔ１において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオン状態とする。これにより
、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とが導通し、保持容量素子１３の電極
１３１に基準電圧ＶＲが印加される（図１０のＳ２２）。
【０１３２】
　次に、時刻ｔ２において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持容
量素子１３の電極１３２とデータ線２０とが導通し、保持容量素子１３の電極１３２にデ
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ータ電圧Ｖｄａｔａが印加される（図１０のＳ２３）。
【０１３３】
　次に、時刻ｔ２～時刻ｔ３の期間、第１走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨであるので
、発光画素１０の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、データ電圧Ｖｄａｔａ及び
基準電圧ＶＲが継続して印加されている。同様に、発光画素１０を含む画素行に属する各
発光画素に対しデータ電圧が供給されている。
【０１３４】
　図１１Ａは、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおけるデータ電圧
書き込み状態を表す回路図である。同図に記載されているように、保持容量素子１３の電
極１３１には参照電源線２３の基準電圧ＶＲが印加され、電極１３２にはデータ線２０よ
りデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。つまり、ステップＳ２２及びＳ２３では、発光画
素１０に印加すべきデータ電圧に対応した電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）を保持容量素子１３
に保持させている。
【０１３５】
　また、このとき、スイッチングトランジスタ２６が非導通となっていることにより、駆
動トランジスタ１４のドレイン電流は発生していない。また、データ電圧Ｖｄａｔａの最
大値と第２電源電圧ＶＥＥとの電位差は、有機ＥＬ素子１５の閾値電圧（以下、Ｖｔｈ（
ＥＬ）と記す）以下とする。よって、有機ＥＬ素子１５は発光しない。
【０１３６】
　これより、各電源線には容量性負荷のみが接続され、書き込み時の定常状態において、
定常電流による電圧降下は発生しない。よって保持容量素子１３には正確な電位が書き込
まれる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動ＴＦＴの閾値電圧Ｖｔｈを１Ｖとし
て、ＶＥＥは１５Ｖに、ＶＤＤは１５Ｖに、ＶＲは１０Ｖに、Ｖｄａｔａは０Ｖ～１０Ｖ
に設定されている。
【０１３７】
　次に、時刻ｔ３において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、保持容
量素子１３の電極１３２とデータ線２０とは非導通となる（図１０のＳ２４）。
【０１３８】
　次に、時刻ｔ４において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＨＩＧ
ＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオフ状態とする。これにより
、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とは非導通となる（図１０のＳ２５）
。
【０１３９】
　以上の動作により、保持容量素子１３には正確な電圧が書き込まれる。以降の動作では
、保持容量素子１３に正確に書き込まれた電圧を利用して、駆動トランジスタ１４のドレ
イン電流を正確に測定する。
【０１４０】
　次に、時刻ｔ５において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＬＯＷ
からＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオン状態とする。これにより
、有機ＥＬ素子１５のアノードと駆動トランジスタ１４のソースとが導通する（図１０の
Ｓ２６）。
【０１４１】
　次に、時刻ｔ６において、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯＷからＨＩＧＨに変化さ
せ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持容量素子１３の電極１３
２とデータ線２０とが導通する（図１０のＳ２７）。テストモードでは、第１電源電圧Ｖ
ＤＤ－第２電源電圧ＶＥＥ＜Ｖｔｈ（ＥＬ）となるように、各電源電圧が設定されている
。これにより、駆動トランジスタ１４のドレイン電流は、有機ＥＬ素子１５に流れず、駆
動トランジスタ１４のソース及び保持容量素子１３の電極１３２を経由してデータ線２０
に流れ込む。
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【０１４２】
　図１１Ｂは、本発明の実施の形態２に係る表示装置のテストモードにおけるドレイン電
流読み取り状態を表す回路図である。同図に記載されているように、データ線駆動回路５
は、スイッチ素子５１と読み取り抵抗５２とオペアンプ５３とを備えている。
【０１４３】
　オペアンプ５３は正入力端子と負入力端子の電位を等しく保つように動作している。す
なわち、発光画素１０から流れてきた駆動トランジスタ１４のドレイン電流である画素電
流Ｉｐｉｘは読み取り抵抗５２（Ｒ）に流れるが、読み取り抵抗５２とオペアンプ５３の
負入力側とが接続されたノードと、読み取り電圧Ｖｒｅａｄが等しくなるように、オペア
ンプ５３は動作する。よって、オペアンプ５３の出力電位Ｖｏｕｔ、電流Ｉｐｉｘ、読み
取り抵抗Ｒ及び読み取り電圧Ｖｒｅａｄとの間には、
　　Ｉｐｉｘ×Ｒ＝Ｖｒｅａｄ－Ｖｏｕｔ
の関係が成立している。ここで、Ｖｒｅａｄは例えば５Ｖである。
【０１４４】
　以上からＶｏｕｔを読むことで、Ｉｐｉｘを正確に算出することが可能となる。つまり
、発光画素ごとのＩｐｉｘのばらつきを正確に把握することが可能となる。
【０１４５】
　上記構成および動作によると、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される
電流量を、データ線２０を介して読み込んで測定する場合、第１電源線２１から有機ＥＬ
素子１５へ至る経路と、第１電源線２１からデータ線２０に至る経路とで、電流が流れる
条件は同一であるため、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される電流量を
正確に測定できる。
【０１４６】
　また、第１電源線２１を介して有機ＥＬ素子１５に供給される電流量をデータ線２０を
介して読み込んで測定する場合、保持容量素子１３に保持された電圧は、スイッチングト
ランジスタ１２がオフとなっているのでＩｐｉｘの経路によらず保持され、結果としてＩ
ｐｉｘの値も経路によらない。すなわち、有機ＥＬ素子１５に供給される電流量を正確に
測定できる。
【０１４７】
　また、第２電源線２２の電圧を、第１電源線２１に接続される電源部の設定電圧からＶ
ｔｈ（ＥＬ）を減じた電圧よりも大きい電圧に設定している。このため、スイッチングト
ランジスタ２６をＯＮすれば、有機ＥＬ素子１５にドレイン電流は流れず、第１電源線２
１とデータ線２０との電位差により第１電源線２１からデータ線２０にドレイン電流が流
れる。
【０１４８】
　最後に、時刻ｔ７において、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩＧＨからＬＯＷに変化
させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、駆動トランジスタ１４のド
レイン電流の測定を終了させる。
【０１４９】
　次に、通常発光モードでの制御方法を説明する。
【０１５０】
　図６は、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおける制御方法を説
明する動作タイミングチャートである。
【０１５１】
　まず、時刻ｔ１０において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオフ状態とする。これによ
り、有機ＥＬ素子１５のアノードと駆動トランジスタ１４のソースとは非導通となり、有
機ＥＬ素子１５は消光する（図１２のＳ３１）。
【０１５２】
　次に、時刻ｔ１１において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＬＯ
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ＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオン状態とする。これによ
り、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とが導通し、保持容量素子１３の電
極１３１に基準電圧ＶＲが印加される（図１２のＳ３２）。
【０１５３】
　次に、時刻ｔ１２において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、選択トランジスタ１１をオン状態とする。これにより、保持
容量素子１３の電極１３２とデータ線２０とが導通し、保持容量素子１３の電極１３２に
データ電圧Ｖｄａｔａが印加される（図１２のＳ３３）。
【０１５４】
　次に、時刻ｔ１２～時刻ｔ１３の期間、第１走査線１７の電圧レベルがＨＩＧＨである
ので、発光画素１０の電極１３１及び電極１３２には、それぞれ、データ電圧Ｖｄａｔａ
及び基準電圧ＶＲが継続して印加されている。同様に、発光画素１０を含む画素行に属す
る各発光画素に対しデータ電圧が供給されている。
【０１５５】
　図１３Ａは、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおけるデータ電
圧書き込み状態を表す回路図である。同図に記載されているように、保持容量素子１３の
電極１３１には参照電源線２３の基準電圧ＶＲが印加され、電極１３２にはデータ線２０
よりデータ電圧Ｖｄａｔａが印加される。つまり、ステップＳ３２及びＳ３３では、発光
画素１０に印加すべきデータ電圧に対応した電圧（ＶＲ－Ｖｄａｔａ）を保持容量素子１
３に保持させている。
【０１５６】
　また、このとき、スイッチングトランジスタ２６が非導通となっていることにより、駆
動トランジスタ１４のドレイン電流は発生していない。さらに、データ電圧Ｖｄａｔａの
最大値（Ｖｄａｔａ＿ｍａｘ）と第２電源電圧ＶＥＥとの電位差は、有機ＥＬ素子１５の
Ｖｔｈ（ＥＬ）以下とする。よって、有機ＥＬ素子１５は発光しない。
【０１５７】
　これより、各電源線には容量性負荷のみが接続され、書き込み時の定常状態において、
定常電流による電圧降下は発生しない。よって保持容量素子１３には正確な電位が書き込
まれる。なお、本実施の形態において、例えば、駆動ＴＦＴの閾値電圧Ｖｔｈを１Ｖとし
て、ＶＥＥは０Ｖに、ＶＤＤは１５Ｖに、ＶＲは１０Ｖに、Ｖｄａｔａは０Ｖ～１０Ｖに
設定されている。
【０１５８】
　次に、時刻ｔ１３において、走査線駆動回路４は、第１走査線１７の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、選択トランジスタ１１をオフ状態とする。これにより、保持
容量素子１３の電極１３２とデータ線２０とは非導通となる（図１２のＳ３４）。
【０１５９】
　次に、時刻ｔ１４において、走査線駆動回路４は、第２走査線１８の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ１２をオフ状態とする。これによ
り、保持容量素子１３の電極１３１と参照電源線２３とは非導通となる（図１２のＳ３５
）。
【０１６０】
　以上の動作により、保持容量素子１３には正確な電圧が書き込まれる。以降の動作では
、保持容量素子１３に正確に書き込まれた電圧に対応した駆動トランジスタ１４のドレイ
ン電流を発生させ、有機ＥＬ素子１５を発光させる。
【０１６１】
　次に、時刻ｔ１５において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＬＯ
ＷからＨＩＧＨに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオン状態とする。これによ
り、有機ＥＬ素子１５のアノードと駆動トランジスタ１４のソースとが導通し、有機ＥＬ
素子１５にドレイン電流が流れることにより、有機ＥＬ素子１５が発光する（図１２のＳ
３６）。
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【０１６２】
　図１３Ｂは、本発明の実施の形態２に係る表示装置の通常発光モードにおける発光状態
を表す回路図である。通常発光モードでは、第１電源電圧ＶＤＤ－第２電源電圧ＶＥＥ＞
Ｖｔｈ（ＥＬ）となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、保持容量素子
１３の両電極に保持された電圧に対応した駆動トランジスタ１４のドレイン電流が、有機
ＥＬ素子１５を流れる。
【０１６３】
　次に、時刻ｔ１６において、走査線駆動回路４は、第３走査線１９の電圧レベルをＨＩ
ＧＨからＬＯＷに変化させ、スイッチングトランジスタ２６をオフ状態とし、有機ＥＬ素
子１５を消光させる。
【０１６４】
　上記構成及び動作によると、スイッチングトランジスタ２６によって、駆動トランジス
タ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介した第１電源線２１とデータ線２０との間
の電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させること
が可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トラン
ジスタ１４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線２１とデータ線２０と
の間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の
両端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の
電圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジス
タ１４のゲート－ソース間の電位差は、第２電源線２２の電圧変動および有機ＥＬ素子１
５の経時劣化に伴う高抵抗化による駆動トランジスタ１４のソース電位の変動の影響を受
けにくくなっている。つまり、本回路動作は、ソース接地の回路動作と同等の動作となり
、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子１５に流すことがで
きる。
【０１６５】
　（実施の形態３）
　以下、本発明の実施の形態３について、図を用いて具体的に説明する。
【０１６６】
　図１４は、本発明の実施の形態３に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びその周
辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、選択トランジスタ１１と
、スイッチングトランジスタ１２及び１６と、保持容量素子１３と、駆動トランジスタ２
４と、有機ＥＬ素子２５と、第１走査線１７と、第２走査線１８と、第３走査線１９と、
データ線２０と、第１電源線３１と、第２電源線３２と、参照電源線２３とを備える。ま
た、周辺回路は、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５とを備える。
【０１６７】
　本実施の形態に係る表示装置は、実施の形態１に係る表示装置と比較して、発光画素の
回路構成のみが異なる。つまり、駆動トランジスタはｐ型であり、当該駆動トランジスタ
のソースと有機ＥＬ素子のカソードとが接続されている。以下、実施の形態１に係る表示
装置と同じ点は説明を省略し、異なる点のみ説明する。
【０１６８】
　駆動トランジスタ２４は、ゲートが保持容量素子１３の電極１３１に接続され、ドレイ
ンがスイッチングトランジスタ１６のソース及びドレインの一方に接続され、ソースが有
機ＥＬ素子１５の第１電極であるカソードに接続された駆動素子である。駆動トランジス
タ２４は、ゲート－ソース間に印加されたデータ電圧に対応した電圧を、当該データ電圧
に対応したドレイン電流に変換する。そして、このドレイン電流を信号電流として有機Ｅ
Ｌ素子２５に供給する。例えば、選択トランジスタ１１及びスイッチングトランジスタ１
２がオフ状態であって、スイッチングトランジスタ１６がオン状態のときに、駆動トラン
ジスタ２４は、データ線２０から供給されたデータ電圧Ｖｄａｔａに対応した電圧、つま
り保持容量素子１３の保持電圧（Ｖｄａｔａ－ＶＲ）に対応したドレイン電流を、有機Ｅ
Ｌ素子２５へ供給する機能を有する。駆動トランジスタ２４は、ｐ型の薄膜トランジスタ
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（ｐ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１６９】
　有機ＥＬ素子２５は、カソードが駆動トランジスタ２４のソースに接続され、アノード
が第２電源線３２に接続された発光素子であり、駆動トランジスタ２４のドレイン電流が
流れることにより発光する。
【０１７０】
　スイッチングトランジスタ１６は、ゲートが第３走査線１９に接続され、ソース及びド
レインの一方が駆動トランジスタ２４のドレインに接続され、ソース及びドレインの他方
が第１電源線３１に接続された第３スイッチ素子である。スイッチングトランジスタ１６
は、有機ＥＬ素子２５のカソードと第１電源線３１との間であって、駆動トランジスタ２
４と直列に接続され、駆動トランジスタ２４のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する機
能を有する。スイッチングトランジスタ１６は、例えば、ｎ型の薄膜トランジスタ（ｎ型
ＴＦＴ）で構成される。
【０１７１】
　上記回路構成によると、スイッチングトランジスタ１６によって、駆動トランジスタ２
４のソース及び選択トランジスタ１１を経由した第１電源線３１とデータ線２０との間の
電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが
可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジ
スタ２４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線３１とデータ線２０との
間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両
端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電
圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、保持容量素子１３
の両電極の電位差、すなわち駆動トランジスタ２４のゲート－ソース間の電位差が安定し
、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子２５に流すことがで
きる。
【０１７２】
　本実施の形態に係る表示装置の制御方法については、実施の形態１に係る表示装置と同
様であり、同様の効果を奏する。
【０１７３】
　但し、テストモードにおいて、第２電源電圧ＶＥＥとデータ電圧Ｖｄａｔａの最大値と
の電位差は、有機ＥＬ素子１５の閾値電圧（以下、Ｖｔｈ（ＥＬ）と記す）以下としてい
る。
【０１７４】
　また、テストモードでは、第２電源電圧ＶＥＥ－第１電源電圧ＶＤＤ＜Ｖｔｈ（ＥＬ）
となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、駆動トランジスタ２４のドレ
イン電流は、有機ＥＬ素子２５に流れず、駆動トランジスタ２４のソース及び保持容量素
子１３の電極１３２を経由してデータ線２０に流れ込む。
【０１７５】
　また、テストモードにおけるドレイン電流読み取り時において、電流Ｉｐｉｘは、デー
タ線２０から、選択トランジスタ１１及び駆動トランジスタ２４のソースを経由して第１
電源線３１へと流れる。
【０１７６】
　また、通常発光モードにおいて、第２電源電圧ＶＥＥとデータ電圧Ｖｄａｔａの最小値
（Ｖｄａｔａ＿ｍｉｎ）との電位差は、有機ＥＬ素子１５のＶｔｈ（ＥＬ）以下としてい
る。
【０１７７】
　また、通常発光モードでは、第２電源電圧ＶＥＥ－第１電源電圧ＶＤＤ＞Ｖｔｈ（ＥＬ
）となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、保持容量素子１３の両電極
に保持された電圧に対応した駆動トランジスタ２４のドレイン電流が、有機ＥＬ素子２５
を流れる。
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【０１７８】
　上記構成によると、スイッチングトランジスタ１６によって、駆動トランジスタ２４の
ソース及び選択トランジスタ１１を介した第１電源線３１とデータ線２０との間の電流の
流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが可能と
なる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジスタ２
４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線３１とデータ線２０との間で流
れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両端の電
位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電圧に対
応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジスタ２４の
ゲート－ソース間の電位差は第２電源線３２の電圧変動および有機ＥＬ素子２５の経時劣
化に伴う高抵抗化による駆動トランジスタ２４のソース電位の変動の影響を受けにくいソ
ース接地の回路動作と同等の動作となり、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を
正確に有機ＥＬ素子２５に流すことができる。
【０１７９】
　（実施の形態４）
　以下、本発明の実施の形態について、図を用いて具体的に説明する。
【０１８０】
　図１５は、本発明の実施の形態４に係る表示部の有する発光画素の回路構成及びその周
辺回路との接続を示す図である。同図における発光画素１０は、選択トランジスタ１１と
、スイッチングトランジスタ１２及び２６と、保持容量素子１３と、駆動トランジスタ２
４と、有機ＥＬ素子２５と、第１走査線１７と、第２走査線１８と、第３走査線１９と、
データ線２０と、第１電源線３１と、第２電源線３２と、参照電源線２３とを備える。ま
た、周辺回路は、走査線駆動回路４と、データ線駆動回路５とを備える。
【０１８１】
　本実施の形態に係る表示装置は、実施の形態２に係る表示装置と比較して、発光画素の
回路構成のみが異なる。つまり、駆動トランジスタはｐ型であり、当該駆動トランジスタ
のソースと有機ＥＬ素子のカソードとが接続されている。以下、実施の形態２に係る表示
装置と同じ点は説明を省略し、異なる点のみ説明する。
【０１８２】
　駆動トランジスタ２４は、ゲートが保持容量素子１３の電極１３１に接続され、ドレイ
ンが第１電源線３１に接続され、ソースがスイッチングトランジスタ２６のソース及びド
レインの一方に接続された駆動素子である。駆動トランジスタ２４は、ゲートとスイッチ
ングトランジスタ２６のソース及びドレインの他方との間に印加されたデータ電圧に対応
した電圧を、当該データ電圧に対応したドレイン電流に変換する。そして、このドレイン
電流を信号電流として有機ＥＬ素子２５に供給する。例えば、選択トランジスタ１１及び
スイッチングトランジスタ１２がオフ状態であって、スイッチングトランジスタ２６がオ
ン状態のときに、駆動トランジスタ２４は、データ線２０から供給されたデータ電圧Ｖｄ
ａｔａに対応した電圧、つまり保持容量素子１３の保持電圧（Ｖｄａｔａ－ＶＲ）に対応
したドレイン電流を、有機ＥＬ素子２５へ供給する機能を有する。駆動トランジスタ２４
は、例えば、ｐ型の薄膜トランジスタ（ｐ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１８３】
　有機ＥＬ素子２５は、カソードがスイッチングトランジスタ２６のソース及びドレイン
の他方に接続され、アノードが第２電源線３２に接続された発光素子であり、駆動トラン
ジスタ２４のドレイン電流が流れることにより発光する。
【０１８４】
　スイッチングトランジスタ２６は、ゲートが第３走査線１９に接続され、ソース及びド
レインの一方が駆動トランジスタ２４のソースに接続され、ソース及びドレインの他方が
有機ＥＬ素子２５のカソードに接続された第３スイッチ素子である。スイッチングトラン
ジスタ２６は、有機ＥＬ素子２５のカソードと第１電源線３１との間であって、駆動トラ
ンジスタ２４と直列に接続され、駆動トランジスタ２４のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを
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決定する機能を有する。スイッチングトランジスタ２６は、例えば、ｎ型の薄膜トランジ
スタ（ｎ型ＴＦＴ）で構成される。
【０１８５】
　上記回路構成によると、スイッチングトランジスタ２６によって、駆動トランジスタ２
４のソース及び選択トランジスタ１１を経由した第１電源線３１とデータ線２０との間の
電流の流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが
可能となる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジ
スタ２４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線３１とデータ線２０との
間で流れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両
端の電位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電
圧に対応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、保持容量素子１３
の両電極の電位差、すなわち駆動トランジスタ２４のゲート－ソース間の電位差が安定し
、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を正確に有機ＥＬ素子２５に流すことがで
きる。
【０１８６】
　本実施の形態に係る表示装置の制御方法については、実施の形態２に係る表示装置と同
様であり、同様の効果を奏する。
【０１８７】
　但し、テストモードにおいて、第２電源電圧ＶＥＥとデータ電圧Ｖｄａｔａの最大値と
の電位差は、有機ＥＬ素子１５の閾値電圧（以下、Ｖｔｈ（ＥＬ）と記す）以下としてい
る。
【０１８８】
　また、テストモードでは、第２電源電圧ＶＥＥ－第１電源電圧ＶＤＤ＜Ｖｔｈ（ＥＬ）
となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、駆動トランジスタ２４のドレ
イン電流は、有機ＥＬ素子２５に流れず、駆動トランジスタ２４のソース及び保持容量素
子１３の電極１３２を経由してデータ線２０に流れ込む。
【０１８９】
　また、テストモードにおけるドレイン電流読み取り時において、電流Ｉｐｉｘは、デー
タ線２０から、選択トランジスタ１１及び駆動トランジスタ２４のソースを経由して第１
電源線３１へと流れる。
【０１９０】
　また、通常発光モードにおいて、第２電源電圧ＶＥＥとデータ電圧Ｖｄａｔａの最小値
（Ｖｄａｔａ＿ｍｉｎ）との電位差は、有機ＥＬ素子１５のＶｔｈ（ＥＬ）以下としてい
る。
【０１９１】
　また、通常発光モードでは、第２電源電圧ＶＥＥ－第１電源電圧ＶＤＤ＞Ｖｔｈ（ＥＬ
）となるように、各電源電圧が設定されている。これにより、保持容量素子１３の両電極
に保持された電圧に対応した駆動トランジスタ２４のドレイン電流が、有機ＥＬ素子２５
を流れる。
【０１９２】
　上記構成によると、スイッチングトランジスタ２６によって、駆動トランジスタ２４の
ソース及び選択トランジスタ１１を介した第１電源線３１とデータ線２０との間の電流の
流れを遮断した上で、保持容量素子１３に所望の電位差の電圧を保持させることが可能と
なる。これにより、選択トランジスタ１１の両側の端子の電位差が、駆動トランジスタ２
４のソース及び選択トランジスタ１１を介して第１電源線３１とデータ線２０との間で流
れる電流によって変動するのを防止できる。そのため、選択トランジスタ１１の両端の電
位差が安定し、選択トランジスタ１１を介してデータ線２０から所望の電位差の電圧に対
応する電圧を正確に保持容量素子１３に保持できる。その結果、駆動トランジスタ２４の
ゲート－ソース間の電位差は第２電源線３２の電圧変動および有機ＥＬ素子２５の経時劣
化に伴う高抵抗化による駆動トランジスタ２４のソース電位の変動の影響を受けにくいソ
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ース接地の回路動作と同等の動作となり、所望の電位差の電圧に対応するドレイン電流を
正確に有機ＥＬ素子２５に流すことができる。
【０１９３】
　以上のように、実施の形態１～４で述べた簡単な画素回路を構成することにより、ソー
ス接地動作する駆動トランジスタのゲート－ソース間に印加すべき電圧を保持する保持容
量素子の両端電極に、データ電圧に対応した正確な電位を記録することが可能となる。よ
って、映像信号を反映した高精度な画像表示をすることが可能となる。さらに、電源線を
介して有機ＥＬ素子に供給される電流量を、データ線を介して読み込んで測定する場合、
電源線から有機ＥＬ素子に供給される電流量を正確に測定できる。
【０１９４】
　なお、本発明に係る表示装置は、上述した実施の形態に限定されるものではない。実施
の形態１～４ならびにそれらの変形例における任意の構成要素を組み合わせて実現される
別の実施の形態や、実施の形態１～４ならびにそれらの変形例に対して本発明の主旨を逸
脱しない範囲で当業者が思いつく各種変形を施して得られる変形例や、本発明に係る表示
装置を内蔵した各種機器も本発明に含まれる。
【０１９５】
　なお、以上述べた実施の形態では、選択トランジスタ及びスイッチングトランジスタの
ゲートの電圧レベルがＨＩＧＨの場合にオン状態になるｎ型トランジスタとして記述して
いるが、これらをｐ型トランジスタで形成し、走査線の極性を反転させた画像表示装置で
も、上述した各実施の形態と同様の効果を奏する。
【０１９６】
　また、例えば、本発明に係る表示装置は、図１６に記載されたような薄型フラットＴＶ
に内蔵される。本発明に係る画像表示装置が内蔵されることにより、映像信号を反映した
高精度な画像表示が可能な薄型フラットＴＶが実現される。
【産業上の利用可能性】
【０１９７】
　本発明は、特に、画素信号電流により画素の発光強度を制御することで輝度を変動させ
るアクティブ型の有機ＥＬフラットパネルディスプレイに有用である。
【符号の説明】
【０１９８】
　１　　表示装置
　２　　制御回路
　３　　メモリ
　４　　走査線駆動回路
　５　　データ線駆動回路
　６　　電源線駆動回路
　７　　表示部
　１０　　発光画素
　１１　　選択トランジスタ
　１２、１６、２６　　スイッチングトランジスタ
　１３　　保持容量素子
　１４、２４　　駆動トランジスタ
　１５、２５、５０５　　有機ＥＬ素子
　１７、５０７　　第１走査線
　１８、５０８　　第２走査線
　１９　　第３走査線
　２０　　データ線
　２１、３１　　第１電源線
　２２、３２　　第２電源線
　２３　　参照電源線
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　５１　スイッチ素子
　５２　読み取り抵抗
　５３　オペアンプ
　１３１、１３２　　電極
　５００　　画素部
　５０１　　第１スイッチング素子
　５０２　　第２スイッチング素子
　５０３　　容量素子
　５０４　　ｎ型薄膜トランジスタ（ｎ型ＴＦＴ）
　５０６　　信号線
　５０９　　第３スイッチング素子
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧
に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素
子と、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第１電極に基準電圧を設定するための第１スイッチ素子と、
　前記コンデンサの第２電極にデータ電圧を供給するためのデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電
極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を
切り換える第２スイッチ素子と、
　前記発光素子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電
源線、前記発光素子の第１電極、前記コンデンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び
前記データ線を接続するパスを形成するための配線と、
　前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との間にあって、前記駆動素子と直列に接続
され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する第３スイッチ素子とを備え
る
　表示パネル装置。
【請求項２】
　さらに、
　前記第１スイッチ素子、前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を制御する制
御部とを備え、
　前記制御部は、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記配線及び前記第２スイッチ素子を介した前記第
１電源線と前記データ線との間の前記ドレイン電流の流れを遮断している間に、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極
に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧を設定して
前記コンデンサに所望の電位差の電圧を保持させ、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＦＦした状態で前記第３スイッチ
素子をＯＮし、前記コンデンサに保持された前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイ
ン電流を前記発光素子に流させる
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　請求項１記載の表示パネル装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦすることにより、前記配線及び前記第２スイッチ素子を
介した前記第１電源線と前記データ線との間の電流の流れを遮断すると共に、前記第１電
源線と前記第２電源線との間の電流の流れを遮断する
　請求項２記載の表示パネル装置。
【請求項４】
　前記第３スイッチ素子は、前記第１電源線と前記駆動素子のドレインとの間に直列に接
続され、
　前記配線は、前記駆動素子のソースに接続された前記発光素子の第１電極と、前記コン
デンサの第２電極とを接続する
　請求項１記載の表示パネル装置。
【請求項５】
　前記第３スイッチ素子は、前記発光素子の第１電極と前記駆動素子のソースとの間に直
列に接続され、
　前記配線は、前記第３スイッチ素子に接続された前記発光素子の第１電極と、前記コン
デンサの第２電極とを接続する
　請求項１記載の表示パネル装置。
【請求項６】
　前記発光素子の第１電極はアノード電極であり、前記発光素子の第２電極はカソード電
極であり、
　前記第１電源線の電圧は、前記第２電源線の電圧より高く、前記第１電源線から前記第
２電源線に向かって電流が流れる
　請求項２又は請求項３に記載の表示パネル装置。
【請求項７】
　前記制御部は、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子への電流の供給を
遮断し、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極
に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧を設定して
前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保持させ、
　前記第１スイッチ素子をＯＦＦして前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を
ＯＮし、前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を、前記配線及び前記第２ス
イッチ素子を介して前記データ線に流す
　請求項４記載の表示パネル装置。
【請求項８】
　前記第２電源線に、前記第１電源線に接続される電源部の設定電圧から前記発光素子の
発光開始電圧を減じた電圧よりも大きい第１電圧または前記第１電圧より低い第２電圧を
設定する設定部を備え、
　前記データ電圧は前記第１電圧より低い電圧であり、
　前記制御部は、
　前記発光素子を発光させる場合には、前記第２電源線に前記第２電圧を設定し、前記第
２スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子に前記ドレイン電流を流し
、
　前記ドレイン電流を測定する場合には、前記第２電源線に前記第１電圧を設定し、前記
第２スイッチ素子をＯＮして、前記ドレイン電流を前記第１電源線から前記データ線に流
す
　請求項５記載の表示パネル装置。
【請求項９】
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　前記発光素子の第１電極はカソード電極であり、前記発光素子の第２電極はアノード電
極であり、
　前記第２電源線の電圧は、前記第１電源線の電圧より高く、前記第２電源線から前記第
１電源線に向かって電流が流れる
　請求項２又は請求項３に記載の表示パネル装置。
【請求項１０】
　前記制御部は、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記第１電源線から前記発光素子への電流の供給を
遮断し、
　前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極
に前記基準電圧を設定すると共に前記コンデンサの第２電極に前記データ電圧を設定して
前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保持させ、
　前記第１スイッチ素子をＯＦＦして前記第２スイッチ素子及び前記第３スイッチ素子を
ＯＮし、前記所望の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を、前記配線及び前記第２ス
イッチ素子を介して前記データ線から流す
　請求項９記載の表示パネル装置。
【請求項１１】
　前記第２電源線に、前記第１電源線に接続される電源部の設定電圧に前記発光素子の発
光開始電圧を加えた電圧よりも小さい第３電圧または前記第３電圧より高い第４電圧を設
定する設定部を備え、
　前記データ電圧は前記第１電圧より高い電圧であり、
　前記制御部は、
　前記発光素子を発光させる場合には、前記第２電源線に前記第４電圧を設定し、前記第
２スイッチ素子をＯＦＦして前記発光素子から前記第１電源線へ電流を流し、
　前記ドレイン電流を測定する場合には、前記第２電源線に前記第３電圧を設定し、前記
第２スイッチ素子をＯＮして、前記ドレイン電流を前記データ線から前記第１電源線に流
す
　請求項１０記載の表示パネル装置。
【請求項１２】
　請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示パネル装置と、
　前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、
　前記発光素子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた
発光層とを含み、
　前記発光素子は、少なくとも複数個マトリクス状に配置されている
　表示装置。
【請求項１３】
　請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示パネル装置と、
　前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、
　前記発光素子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた
発光層とを含み、
　少なくとも前記発光素子及び前記第３スイッチ素子は、単位画素の画素回路を構成し、
　前記画素回路は、複数個マトリクス状に配置されている
　表示装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至請求項１１のいずれかに記載の表示パネル装置と、
　前記第１及び前記第２電源線に電源を供給する電源とを備え、
　前記発光素子は、第１電極と、第２電極と、前記第１電極及び前記第２電極に挟まれた
発光層とを含み、
　前記発光素子、前記コンデンサ、前記駆動素子、前記第１スイッチ素子、前記第２スイ
ッチ素子及び前記第３スイッチ素子は、単位画素の画素回路を構成し、
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　前記画素回路は、複数個マトリクス状に配置されている
　表示装置。
【請求項１５】
　前記発光素子は、有機エレクトロルミネッセンス発光素子である
　請求項１２から請求項１４のうちいずれかに1項に記載の表示装置。
【請求項１６】
　発光素子と、
　電圧を保持するコンデンサと、
　ゲート電極が前記コンデンサの第１電極に接続され、前記コンデンサに保持された電圧
に応じたドレイン電流を前記発光素子に流すことにより前記発光素子を発光させる駆動素
子と、
　前記駆動素子のドレイン電極の電位を決定するための第１電源線と、
　前記発光素子の第２電極に電気的に接続された第２電源線と、
　前記コンデンサの第１電極に基準電圧を設定するための第１スイッチ素子と、
　前記コンデンサの第２電極にデータ電圧を供給するためのデータ線と、
　一方の端子が前記データ線に電気的に接続され、他方の端子が前記コンデンサの第２電
極に電気的に接続され、前記データ線と前記コンデンサの第２電極との導通及び非導通を
切り換える第２スイッチ素子と、
　前記発光素子の第１電極と前記コンデンサの第２電極とを電気的に接続し、前記第１電
源線、前記発光素子の第１電極、前記コンデンサの第２電極、前記第２スイッチ素子及び
前記データ線を接続するパスを形成するための配線と、
　前記発光素子の第１電極と前記第１電源線との間にあって、前記駆動素子と直列に接続
され、前記駆動素子のドレイン電流のＯＮ／ＯＦＦを決定する第３スイッチ素子とを具備
する表示装置の制御方法であって、
　前記第３スイッチ素子をＯＦＦして前記配線及び前記第２スイッチ素子を介した前記第
１電源線と前記データ線との間の前記ドレイン電流の流れを遮断し、
　前記ドレイン電流の流れを遮断している間に、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイ
ッチ素子をＯＮして前記コンデンサの第１電極に前記基準電圧を設定すると共に前記コン
デンサの第２電極に前記データ電圧を設定して前記コンデンサを所望の電位差の電圧を保
持させ、
　前記所望の電位差の電圧を保持させた後、前記第１スイッチ素子及び前記第２スイッチ
素子をＯＦＦして前記第３スイッチ素子をＯＮし、前記コンデンサに保持された前記所望
の電位差の電圧に応じた前記ドレイン電流を前記発光素子に流す
　表示装置の制御方法。
【手続補正３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】全図
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図３】 【図４】



(65) JP WO2011/030370 A1 2011.3.17

【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６】 【図７】



(66) JP WO2011/030370 A1 2011.3.17

【図８Ａ】 【図８Ｂ】
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